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男／  81,295人(＋16)
女／  82,894人(－26)

世帯数／61,942世帯(＋69)
※外国人登録を含む
　8月末現在（ ）内は前月比

市　章
栃木市の「と」の文字をモ
チーフとして、緑色の4本
のラインは自然、歴史、地
域、人を表し、青色はそれ
ぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあ
るオレンジ色の円は輝かし
い未来と人々の情熱を表し
ています。
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インフォメーション
（各課からのお知らせ）
（広報とちぎアンケートのお願い）
（募集）
（講座）
（催し）
（スポーツ）

みんなの伝言板
文化芸術のお知らせ
子育て広場
健康情報コーナー
とちぎ散歩／わが家の天使／催し
まちかどニュース

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
が
11
月
14

日
、
15
日
、
16
日
に
と
ち
ぎ
蔵

の
街
大
通
り
で
行
わ
れ
ま
す
。

２
年
ぶ
り
と
な
る
今
年
の
秋
ま

つ
り
で
は
、
岩
舟
町
と
の
合
併
を

記
念
し
、
主
催
事
の
山
車
の
巡

行
を
は
じ
め
、
様
々
な
催
し
が

行
わ
れ
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
の
多
い
催
事
の
中
で

も
、
観
衆
を
引
き
つ
け
る
ま
つ
り

の
主
役
は
、
豪
華

絢
爛
な
山
車
の

巡
行
で
し
ょ
う
。

「
小
江
戸
」「
蔵

の
街
」
と
呼
ば
れ

る
栃
木
の
街
を

山
車
が
練
り
歩

く
様
は
、
か
つ
て

豪
商
の
街
と
し
て

栄
華
を
極
め
た

栃
木
の
歴
史
を

彷
彿
と
さ
せ
ま

す
。栃

木
の
山
車

は
、
江
戸
型
人

形
山
車
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
江

戸
末
期
か
ら
昭

和
初
期
に
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
、
見

事
な
彫
刻
や
美

し
い
刺
し
ゅ
う
が

施
さ
れ
て
お
り
、

現
在
は
県
や
市
の

有
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
の
秋
ま
つ
り
も
、
９
台
の

江
戸
型
人
形
山
車
が
勢
ぞ
ろ
い

し
、
一
対
の
獅
子
頭
と
と
も
に
栃

木
の
ま
ち
な
か
を
練
り
歩
き
ま

す
。
そ
の
姿
は
迫
力
満
点
！

14
日
の
こ
ど
も
山
車
ま
つ
り
、

15
日
16
日
の
本
ま
つ
り
と
３
日
間

の
巡
行
が
行
わ
れ
ま
す
。
栃
木

市
が
誇
る
伝
統
の
ま
つ
り
に
足
を

運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

栃木市マスコットキャラクター
「とち介」

豪華絢爛な秋まつりの山車人形
（平成２４年とちぎ秋まつりより）

栃木市・岩舟町合併記念

とちぎ秋まつり

右より天照大神（万町一丁目）、日本武尊（万町二丁目）、素戔嗚尊（万町三丁目）
やまとたけるのみこと すさのおのみことあまてらすおおみかみ
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と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
と
な
る
山
車

巡
行
に
は
、
9
台
の
山
車
と
獅
子
頭
が
登
場
。

15
日
（
土
）
16
日
（
日
）
は
、
9
時
か
ら
各

町
内
や
駅
へ
の
巡
行
、
13
時
15
分
と
18
時
30

分
に
は
大
通
り
に
勢
ぞ
ろ
い
し
、
会
場
内
を

練
り
歩
き
ま
す
。

夜
は
、
19
時
30
分
ま
で

会
場
内
の
街
路
灯
が
消
さ

れ
、
提
灯
の
明
か
り
に
照

ら
さ
れ
る
幻
想
的
な
山
車

の
姿
が
楽
し
め
ま
す
。

9
台
の
山
車
と
獅
子
頭

　
　

夜
は
さ
ら
に
幻
想
的
！

14
日
（
金
）
の
こ
ど
も
山
車
ま
つ

り
に
は
、
市
内
各
地
域
の
小
学
校
よ

り
3
・
4
年
生
の
児
童
1
9
7
0
人

余
り
が
参
加
。
元
気
に
山
車
を
曳
き

ま
す
。

当
日
は
、
10
時
か
ら
正
午
ま
で
と
、

13
時
15
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で
会
場

内
を
巡
行
し
ま
す
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
内
各
地
域
の
お
囃
子
や
和
太
鼓
の
演
奏
、
神
楽
の
奉

納
な
ど
の
郷
土
芸
能
の
披
露
が
各
会
場
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
物
産
品
の
販

売
や
観
光
案
内
な
ど
を
行
う
P
R
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
ほ
か
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

や
茶
屋
、
菊
花
展
や
盆
栽
展
な
ど
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

車
で
の
来
場
者
の
た
め
に
、
15
日
と
16
日
は
旧
栃
木
中
央
小
学
校
、
栃
木
文
化

会
館
、
栃
木
南
中
学
校
、
栃
木
東
中
学
校
、
県
庁
下
都
賀
庁
舎
な
ど
を
有
料
駐
車

場
と
し
て
用
意
し
ま
し
た
。
料
金
は
5
0
0
円（
2
0
0
円
分
の
感
謝
券
付
）で
す
。

ま
た
、
栃
木
総
合
運
動
公
園
と
イ
オ
ン
栃
木
店
に
無
料
駐
車
場
を
用
意
し
て
、
会

場
ま
で
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

な
お
、
遠
方
か
ら
の
来
場
さ
れ
る
方
の
た
め
に
、
ま
つ
り
会
場
の
ほ
か
に
、
栃

木
駅
に
お
い
て
栃
木
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
ス
タ
ッ
フ
が
観
光
案
内
を
行
う

ほ
か
、
無
料
駐
車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
内
で
も
同
会
ス
タ
ッ
フ
が
同
乗
し
、

ま
つ
り
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

今
年
の
秋
ま
つ
り
は
栃
木
市
・
岩
舟
町
の
合
併

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
栃
木
市
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
ち
介
」
と
、
い
わ
ふ
ね
ブ
ラ

ン
ド
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
コ
ス
も
ん
」
が
、「
と
ち

ぎ
秋
ま
つ
り
P
R
大
使
」
と
し
て
任
命
さ
れ
、
各
地

で
秋
ま
つ
り
の
広
報
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
9

月
20
日
に
は
、
東
京
の
浅
草
で
実
施
し
た
秋
ま
つ

り
P
R
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
多
く
の
人
に
栃
木

市
と
秋
ま
つ
り
の
P
R
を
行
な
い
ま
し
た
。

見
ど
こ
ろ
チ
ェ
ッ
ク
!!

見
ど
こ
ろ
チ
ェ
ッ
ク
!!

江
戸
の
粋
を
今
に
伝
え
て

江
戸
の
粋
を
今
に
伝
え
て

と
ち
ぎ 　

 

ま
つ
り

• 

11
月
14
日（
金
）こ
ど
も
山
車
ま
つ
り

 

15
日（
土
）16
日（
日
）本
ま
つ
り

• 

と
ち
ぎ
蔵
の
街
大
通
り

栃
木
に
山
車
が
誕
生
し
た
の
は
、
現
在

の
栃
木
県
の
誕
生
間
も
な
い
明
治
7
年

（
1
8
7
4
）、
県
庁
構
内
で
行
わ
れ
た
神

武
祭
典
の
と
き
で
し
た
。
倭
町
三
丁
目
が

東
京
日
本
橋
の
町
内
が
所
有
す
る
山
王
祭

出
御
の
静
御
前
の
山
車
を
購
入
し
、
泉
町

が
宇
都
宮
か
ら
買
い
求
め
た
諫
鼓
鶏
の
山

車
を
賑
や
か
に
参
加
さ
せ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
こ
れ
を
機
に
山
車
へ
の
関
心
が
高

ま
り
、
各
町
と
も
大
工
や
人
形
師
に
山
車

を
作
ら
せ
る
動
き
が
活
発
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
26
年
（
1
8
9
3
）、
栃
木
県
最

初
の
商
業
会
議
所
開
設
認
可
に
係
る
祝
典

で
は
、
万
町
一
、
二
、
三
丁
目
が
三
国
志

の
人
形
を
東
京
日
本
橋
本
石
町
に
住
む
人

形
師
・
三
代
目
原
舟
月
に
依
頼
し
て
作

成
、
ま
た
倭
町
二
丁
目
は
神
武
天
皇
の
人

形
を
乗
せ
た
山
車
を
新
調
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
は
、
新
旧
6
台
が
競
演

す
る
こ
と
と
な
り
、
町
を
あ
げ
て
の
喜
び

に
ひ
た
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
39
年

（
1
9
0
6
）
の
神
明
宮
・
招
魂
社
祭
典
で

は
、
室
町
が
桃
太
郎
の
山
車
で
参
加
し
て
、

今
日
の
か
た
ち
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
町
の
弁
慶
の
山
車
や
明
治
の
初

め
に
購
入
し
た
倭
町
一
丁
目
の
獅
子
頭
が

祭
り
に
華
や
か
さ
を
添
え
て
い
ま
す
。

栃
木
の
山
車
ま
つ
り
は
、
当
初
神
武
祭

で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
神
明
宮
・

招
魂
社
祭
典
を
主
軸
に
、会
議
所
の
祝
典
、

ご
大
典
奉
祝
祭
に
巡
行
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
12
年
（
1
9
3
7
）
の
市
制
施
行

祝
賀
を
境
に
し
て
か
ら
は
、
お
お
よ
そ
5

年
毎
に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
発
展

を
祝
う
ま
つ
り
へ
と
目
的
を
変
え
、
現
在

は
隔
年
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
山
車
ま
つ
り
に

　
　

児
童
1
9
7
0
人
参
加

郷
土
芸
能
や
物
産
販
売

　
　

記
念
行
事
が
て
ん
こ
盛

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
等

　
　

会
場
ア
ク
セ
ス
を
充
実

「
と
ち
介
」・「
コ
ス
も
ん
」も
応
援

特 集
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栃木市城内町２－４０－１
定休日 /年中無休 (お盆と年末年始除く)
http://www.tire-vortex.com

TEL0282-22-8844
営業時間 /AM9:30～PM7:00

タイヤショップ  VORTEX ヴォルテックス

ミシュランスタッドレスタイヤ
お買い上げの方にもれなく
アイススクレーパー
プレゼント！！ガス暖房で足元からぽっかぽか

冬はしっかりガスで節電！
お 得 な 料 金 メ ニ ュ ー を 是 非 ！

私 た ち に お 気 軽 に ご 相 談 下 さ い ！

会期／2014年11月21日（金）～11月27日（木） 
　　　AM10：00 ～PM6：00（最終日PM4：00にて閉場） 
会場／ぎゃらりぃぜん（銀座通り）

青瓷×日本画 伊東祐一・伊東啓子 二人展

各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

２０１４（平成２６）年１０月２０日　発行3 広報とちぎ　１１月号

岩 岩舟総合支所
〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751（代）
FAX55-4910

（代）

（代）

（代）

（代）

（代）

 栃木市長 鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。
今回は平成25年度の決算についてお話しします。
　栃木市（旧岩舟町及び栃木地区広域行政事務組
合は除く）の「一般会計」と「特別会計」を合わせ
た歳入総額は約939億2,200万円、歳出総額は約
892億6,300万円となり、その差額（形式収支額）
は約46億5,900万円の黒字でした。そのうち、皆
さんの生活にかかわりの深い一般会計の形式収支
額は、約40億2,300万円であり、ここから翌年度
で支払わなければならない繰越財源約3億3,500万
円を差し引いた額（実質収支額）は、約36億8,800
万円と前年度に引き続き黒字を確保しました。この
黒字分は翌年度へ繰り越すほか、一部は基金とし
て積み立てをします。

　一般会計の歳入総額は、約603億1,400万円で、
前年度比約36億7,000万円、6.5％の増となりました。
歳入で最も多いのは市税ですが、個人所得及び法
人所得の増加などにより、前年度と比較して約6億

9,400万円の増になりました。
また、歳出総額は、約562億
9,100万円で、前年度比約28
億6,400万円、5.4％の増とな
りました。歳出で最も多いのは、社会保障関係経
費である子育て支援や生活保護費などに使われる
民生費で、障がい者自立支援事業やこども医療費
助成事業の増などにより、前年度と比較して約2億
6,700万円、1.7％の増となっており、一般会計全体
に占める割合は、28.5%となりました。

　合併後４年が経過し、市ではこのように健全な財
政運営を維持する中で、さまざまな施策を積極的
に推進し、市政発展と市民福祉の向上に努めてい
ます。
　しかし、市の財政状況は地方交付税の減少や社
会保障関係経費の増大など、厳しさを増していくこ
とが見込まれます。今後、国県補助金の積極的な
導入による財源確保に努めるとともに、経常的経
費の節減や事業の見直し、峻別による歳出の適正
化を図り、将来においても安心・安全で快適に暮
らせるまちづくりに努めてまいります。

No.25

「
栃
木
市
・
岩
舟
町
合
併

　
　
　
　
　
　   

記
念
式
典
」

　

去
る
４
月
５
日
、
栃
木
市
と

岩
舟
町
は
合
併
し
、
新
し
い
栃

木
市
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
祝
し
、
左
記
に
よ
り
、

「
栃
木
市
・
岩
舟
町
合
併
記
念
式

典
」
を
開
催
し
ま
す
。
式
典
会

場
に
は
ど
な
た
で
も
入
場
で
き

ま
す
。
但
し
、
来
場
者
多
数
の

場
合
、
客
席
数
の
関
係
上
、
入

場
を
制
限
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
日
時
　
11
月
13
日
（
木
） 　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
式

　

市
で
は
、
自
治
会
等
が
開
催

す
る
敬
老
会
に
対
し
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
敬

老
会
を
開
催
し
た
自
治
会
等

で
、
補
助
金
の
申
請
が
ま
だ
の

場
合
は
、
至
急
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
合
法

・
所
定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、

　

 

高
齢
福
祉
課
、
各
総
合
支

所
健
康
福
祉
課
ま
で
提
出
。
用

紙
は
高
齢
福
祉
課
、
各
総
合
支

所
健
康
福
祉
課
に
あ
り
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

◆
問
合
先

　

 

高
齢
福
祉
課
☎
（21）
2
2
4
1

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（45）
1
7
8
8

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（62）
0
9
0
4

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（29）
1
1
0
3

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（92）
0
3
0
9

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（55）
7
7
8
0

栃木ケーブルテレビで市長通信を放映しています。

栃
木
市
敬
老
会
事
業
補
助
金
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

平成 25 年度決算について

　

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
・
法

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民

お
一
人
お
一
人
、「
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
」等
を
活
用
し
な
が
ら
、

高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を

巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」
と
し

て
、
11
月
30
日
を「
年
金
の
日
」

と
し
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に｢

１１
（
い
い
）月
３０
（
み
ら
い
）日
は

「
年
金
の
日
」
で
す

ね
ん
き
ん
定
期
便｣

や
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
と
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利

用
す
る
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身

の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ

か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額

に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に

つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
、
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
先

栃
木
年
金
事
務
所　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

☎
（22）
6
0
7
4

本本

10月１日から、水痘と高齢者用肺炎球菌の予防接種が変わりました

本
藤
西

大
都
岩

健康増進課　☎（25）3511　　 　健康福祉課　☎（45）1788
健康福祉課　☎（62）0904　　 　健康福祉課　☎（29）1103
健康福祉課　☎（92）0311　　 　健康福祉課　☎（55）7781

◎水痘（みずぼうそう）～１０月１日から定期接種になりました。

◎高齢者用肺炎球菌

　生後 12月から生後 36月に至るまでの間にあるお子さん（水
痘にかかったことのあるお子さんは対象外。また、水痘ワクチ
ンを接種したことがある場合は、残りの回数を接種できます。）
※経過措置として、生後 36月から生後 60月に至るまでのお子
さんも、平成27年3月31日まで１回接種できます。対象者には、
10月初めに通知を送付しました。

　10月1日から定期接種となり、対象者は 65歳から5歳刻みの年
齢の方になりました。また、市独自の事業として、65歳以上で定期
対象外の年齢の方も、同じように接種できます。

　生活保護世帯に属する方については、接種後に申請することで、
自己負担額分の助成を受けることができます。

※市内在住の 60 歳以上 65 歳未満の方でも、心臓・腎臓・呼吸
　器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障
　がいを有する方、又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に
　日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する方は、希望に
　より接種できます（参考：身体障害者手帳１級程度の方）。

【県内他市町の医療機関にて接種をご希望の場合】
　何らかの理由で県内他市町の医療機関にて接種を希望される場
合は、定期接種の県内相互乗り入れ事業の対象となるか確認が必
要です。事前に問合先まで連絡ください。

対
象
者

　市内在住の昭和 25 年 4 月 1日以前生まれの方で、今まで
に高齢者用肺炎球菌予防接種を受けていない方　
対象者にはお知らせハガキを送付しましたが、事前に予診票
の発行が必要です。問合先まで連絡ください。

対
象
者

接種回数

場　　所

2 回（経過措置対象者は１回）

接種回数 生涯1回

費用軽減に関して

自己負担額 2,500 円

市内協力医療機関
※ 予約が必要です。

料　　金 無料

持  ち  物 母子健康手帳、予診票（記入して持参ください）

◆
会
場
　
栃
木
文
化
会
館（
旭
町
）

◆
問
合
先

　
 

秘
書
広
報
課
☎
（21）
2
3
1
1

本大藤都西岩

定
免
除
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料

を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老

齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
期
間
の
保
険
料
は
、
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額

す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
遡
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納

め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
3
年
度
目
以
降
の
追
納

の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が

納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納

は
で
き
ま
せ
ん
。

・「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
期
間
」
が
「
法
定
免

除
・
申
請
免
除
期
間
」
よ
り
古

い
（
先
に
経
過
し
た
）
月
分
で

あ
る
場
合
は
、「
若
年
者
納
付

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」

が
優
先
し
ま
す
。

・「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
期
間
」
よ
り
先
に
経

過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か

本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

・「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
期
間
」
の
中
で
は
、

先
に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分

か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
先　

栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　

☎
（22）
6
0
7
4
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○
一
般
会
計
の
決
算

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
歳
入（
収
入
）が
、
6
0
3
億
1,
3
5
9
万
8
千
円
、
歳
出（
支
出
）

が
5
6
2
億
9,
0
6
1
万
3
千
円
で
し
た
。
差
し
引
き
は
4
0
億
2,
2
9
8
万
5
千
円
の
黒
字
で
し
た

が
、
平
成
26
年
度
で
引
き
続
き
実
施
す
る
事
業
に
使
う
財
源
が
3
億
3,
5
2
7
万
1
千
円
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
実
質
的
な
収
支
は
36
億
8,
7
7
1
万
4
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。（
こ
の
数
値
は
、
岩
舟
町
等
の
決
算
は
含
み
ま
せ
ん
。）

◆
問
合
先　

 　

財
政
課
☎
（21）
2
3
2
1

《
財
政
用
語
解
説
》

★
地
方
交
付
税

　

全
国
す
べ
て
の
市
町
村
が
等

し
く
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
税

収
の
少
な
い
市
町
村
に
対
し
て

国
税
の
一
部
か
ら
配
分
さ
れ
る

お
金
で
す
。

★
市
債

　

1
年
を
超
え
る
借
入
金
の
こ

と
で
す
。
道
路
を
造
っ
た
り
多

額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
と
き

に
、
国
や
銀
行
か
ら
お
金
を
借

り
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
不
足
を
補
て
ん

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
赤
字
債
」
の

発
行
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

★
目
的
税

　

税
の
う
ち
、
特
定
の
財
政
支

出
に
充
て
る
た
め
に
賦
課
す
る

税
で
す
。

★
臨
時
財
政
対
策
債

　

本
来
普
通
交
付
税
と
し
て
交

付
さ
れ
る
べ
き
特
例
地
方
債
で

す
。
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
は

後
年
度
交
付
税
と
し
て
措
置
さ

れ
ま
す
。

★
一
般
財
源

　

市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
使

用
目
的
が
限
定
さ
れ
な
い
収
入

の
こ
と
で
す
。

栃
木
市
の
平
成
25
年
度
決
算
状
況

歳　入

歳　出

市税
195億5,889万3千円

民生費
160億5,318万8千円

総務費
108億3,579万3千円

教育費
66億3,315万円

土木費
54億9,785万4千円

衛生費
53億5,185万2千円

公債費
48億8,222万4千円

商工費
33億4,558万9千円 その他

36億9,096万3千円

地方交付税
101億763万6千円市債

77億6,900万円

国庫支出金
60億4,837万円

諸収入
38億8,611万8千円

繰越金
32億1,701万円

県支出金
29億8,516万円

その他
67億4,141万1千円

歳入合計
603億1,359万8千円

歳出合計
562億9,061万3千円

○一世帯あたりの行政コスト

○岩舟町　平成25年度決算の状況

健全化判断比率等についてお知らせします

○特別会計 （単位：千円）

民生費
総務費
教育費
土木費
衛生費
公債費
商工費
その他

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
下水道
農業集落排水
JR大平下駅前土地区画整理
医療福祉モール
中根産業団地

平成25年度
早期健全化基準
財政再生基準

１１．５５％
２０．００％

１６．５５％
３０．００％

９.１%
２５．０％
３５．０％

８２．９％
３５０．０％

7,324,233 
1,852,480 
157,566 
1,346,755 
488,468 

11,169,502 

6,945,898 
1,926,680 
154,133 
1,269,236 
485,954 
10,781,901 

16,651,967 
1,452,580 
10,960,212 
40,734 

4,054,416 
344,688 
41,165 
5,569 
57,417 

33,608,748 

16,507,849 
1,437,732 
10,625,249 
40,338 

3,929,247 
328,434 
40,684 
5,312 
57,417 

32,972,262 

高齢者、障がい者、生活保護など福祉のための経費
税務や市役所の全般的な事務の経費
小中学校の整備・運営や社会教育のための経費
道路・公園・河川などを整備する経費
各種検診やごみ処理等の経費
市債の元金返済や利息の支払いのための経費
中小企業の支援、観光など商工業振興の経費
議会運営、労働者の支援、農林業の振興、消防に関する経費

平成26年3月31日現在世帯数　55,131世帯

※臨時財政対策債を含む

28.5 
19.2 
11.8 
9.8 
9.5 
8.7 
5.9 
6.6 

区　　　　　　分

区　　分

合　　　計

歳　　入 歳　　出

歳　　入 歳　　出

○岩舟町　平成26年度決算の状況（4月1日～4日）

404,009 
237 
－ 
10 
－ 

404,256 

33,854 
－ 
－ 
－ 
－ 

33,854 

区　　分

合　　　計

歳　　入 歳　　出

○栃木地区広域行政事務組合　平成25年度決算の状況

一 般 会 計 2,233,171 2,040,449 
区　　分 歳　　入 歳　　出

○栃木地区広域行政事務組合　平成26年度決算の状況（4月1日～4日）

一 般 会 計 681 － 
区　　分 歳　　入 歳　　出

○佐野地区広域消防組合　平成25年度決算の状況

一 般 会 計 1,977,681 1,916,546 
区　　分 歳　　入 歳　　出

○目的税の使いみち （単位：千円）

入湯税

都市計画税

12,851 

864,555 

・観光振興のための支出
・消防施設整備のための支出
・土地区画整理、街路整備、下水道整備、公園整備等のための支出
・上記の事業を実施したときに借入れた市債の返済のための支出

税　　目 収入額 使 い み ち

○市債残高（借入金残高） （単位：千円）

24年度末
49,097,691

25年度末
52,605,648

25年度末
87,799,503

24年度末
85,589,827

一 般 会 計  市債全体（一般会計・特別会計・水道事業会計） 

合 　 　 　 　 　 計

合　　　　　計

割合（％）一世帯あたりの
行政コスト（円）分　　　　　　野

291,183 
196,546 
120,316 
99,723 
97,075 
88,557 
60,684 
66,949 

1,021,033 

　合併に伴い、平成26年4月5日に市の事務となった部分の決算は、
次のとおりです。
　岩舟町、栃木地区広域行政事務組合及び佐野地区広域消防組合
（合併前の岩舟町の常備消防）の事務は、栃木市が引き継いで処理
を行っています。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律(財政健全化法）に基
づき、健全化判断比率等（財政の健全性を判断する指標）を算定し、
監査委員の審査、議会への報告を行いましたので、公表します。
　健全化判断比率等にはそれぞれ早期健全化基準があり、いずれ
か一つでも満たさない場合には、財政活動の制限を受けます。
　なお、全ての数値は、平成25年度栃木市決算、平成25年度岩
舟町決算の合算により算定したものです。
１ 健全化判断比率の状況
　本市の指標は、いずれも国が定める早期健全化基準以下ですので、
財政状況は、概ね健全であるという状況です。

【実質赤字比率】　標準的な年間収入に対する一般会計の実質的な
赤字額の割合で、数値が高いほど悪化していることを示すものです。
【連結実質赤字比率】　標準的な年間収入に対する全ての会計の実
質的な赤字額の割合で、数値が高いほど悪化していることを示すも
のです。
【実質公債費比率】　標準的な年間収入に対する一般会計などの実
質的な借入金の返済額の割合で、数値が高いほど悪化していること
を示すものです。18％を超えると、起債が制限されます。
【将来負担比率】　標準的な年間収入に対する一般会計、特別会計、
一部事務組合、第3セクターなどが抱える負債残高の割合です。年
間収入に対して負債額が何年分に相当するかを示すものです。本市
は、82.9％ですので、約10か月分に相当します。
２ 資金不足比率の状況
　全ての公営企業会計において、資金不足は発生していないため、
概ね健全な運営が行われている状況です。

監査委員の意見　健全化判断比率の審査を終えた監査委員から８月
１９日に意見書が市長に渡されました。意見の要旨は次の通りです。
「本市財政は、適正に運営されている。国の経済情勢は回復傾向にある
とはいえまだ不透明な状況であるため、本市財政を取り巻く環境は依
然厳しい状況にある。合併により市域が拡大し、また多くの課題が山積
していることから、今後も市税収入の確保に努め、財源の効率的かつ
効果的な運用を徹底し、市民福祉の向上と市政発展のため、健全な財
政運営に努めていただきたい。」

（実質赤字額なし）― （実質赤字額なし）―
健全化判断比率 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

【資金不足比率】公営企業会計ごとに、事業の規模に対する資金不足額の
割合を示すもの。 
  

（資金不足なし）

水道事業会計（栃木）／下水道特別会計（栃木）／農業集落排水
特別会計（栃木）／医療福祉モール特別会計（栃木）／中根産業
団地特別会計（栃木）／水道事業会計（岩舟）／公共下水道事業
特別会計（岩舟）

一 般 会 計
国民健康保険事業
後期高齢者医療
介 護 保 険 事 業
公共下水道事業

一 般 会 計
国民健康保険事業
後期高齢者医療
介 護 保 険 事 業
公共下水道事業

（単位：千円） 本
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本
市
で
は
、
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
等
の
不
正
請
求
や
不
正

取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵

害
を
防
ぐ
た
め
、
住
民
票
の
写

し
や
戸
籍
等
を
本
人
の
代
理
人

や
第
三
者
に
交
付
し
た
時
に
、

事
前
に
登
録
し
た
方
に
交
付
し

た
こ
と
（
交
付
年
月
日
、
種
別

及
び
通
数
、
交
付
請
求
者
の
種

別
（
代
理
人
又
は
第
三
者
の

別
））
を
お
知
ら
せ
す
る
「
登
録

型
本
人
通
知
制
度
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

登
録
で
き
る
方
は
、
栃
木
市

の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍

に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
い
た
）

方
で
す
。
本
人
が
登
録
す
る
場

合
は
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等
本
人
の

写
真
が
貼
付
さ
れ
た
証
明
書

等
）
を
持
参
の
上
、　

 

市
民
生

登
録
型
本
人
通
知
制
度

　

国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対

し
、
医
療
保
険
適
用
外
の
治
療

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
者

左
記
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

○
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦

○
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の
一
方

又
は
双
方
が
１
年
以
上
栃
木
市

に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

○
医
療
保
険
の
加
入
者

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
助
成
期
間

　

子
一
人
に
つ
き
通
算
５
回
ま

で
（
１
年
度
１
回
／
通
算
に
は

合
併
前
の
旧
市
町
で
申
請
を
行

っ
た
回
数
も
含
む
）

栃
木
市
不
妊
治
療
費

　
　
　
　
　
　
助
成
制
度

　

国
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て

不
育
症
と
診
断
さ
れ
医
師
に
よ

る
不
育
症
治
療
を
受
け
た
夫
婦

に
対
し
、
医
療
保
険
適
用
外
の

治
療
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

◆
対
象
者

左
記
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

○
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦

○
申
請
日
以
前
に
夫
婦
の
一
方

又
は
双
方
が
1
年
以
上
栃
木
市

に
住
民
登
録
し
て
い
る
方

○
医
療
保
険
の
加
入
者

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

◆
治
療
期
間

　

平
成
25
年
4
月
1
日
以
降

（
岩
舟
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
合
併
日
以
降
）
の
治
療
で
出

産
等
に
伴
い
治
療
が
終
了
す
る

ま
で
の
期
間

◆
助
成
金
額

栃
木
市
不
育
症
治
療
費

　
　
　
　
　
　 

助
成
制
度

　

身
体
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
栃
木

県
の
区
域
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
等
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
、

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

別
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先

栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　

☎
0
2
8

（634）
9
1
0
9

栃
木
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　

☎
（24）
7
7
6
6

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

栃
木
県
最
低
賃
金
が
平
成

26
年
10
月
1
日
に
改
正

　
　 

時
間
額
7
3
3
円
！

本

本

　厚生労働省は、平成20年度から11月11日を「介護の日」としました。介護を
必要とする人や介護の仕事をしている人だけでなく，地域に暮らす一人として、
この日を介護について考えるきっかけとしましょう。
介護保険制度について
1. 介護保険の運営について
　介護保険は全ての40歳以上の方が加入しなければなりません。介護保険料
は、40歳から64歳までの方は、病気の際に必要となる医療保険（国民健康保
険など）と一緒に支払いをします。また、65歳以上の方は、介護保険料として
年金から引かれたり、納付書払いや口座振替で納めます。
　その他介護保険事業を運営するのに必要な費用の半分は、国・県・市が負
担しています。
※ 介護保険料を納めないと
　介護保険のサービスを使う際には、通常は費用の１割（平成27年8月より一定
以上の所得のある方は2割となる予定）を負担すればサービスを使えますが、介
護保険料が納まっていないと、負担する金額が増えたり一時的に全額負担しな
ければならなくなったりします。
2. 介護保険を使うには
　もしご家族やご本人が病気などにより急に介護が必要な状態となってしまった
場合は、まずお近くの介護保険の担当窓口に相談ください。
　介護保険の申請は簡単です。介護が必要な方の介護保険証（65歳になった
月に送付してあります。）を持参の上、窓口で申請をします。また、40歳から64
歳の方は、老化が原因とされる特定疾病により介護が必要な状態となった場合
のみ申請ができます。
　申請後は、市の認定調査員がご本人と面会をし、体の様子を項目に従って調
査します。また、かかりつけの医師から意見書をもらいます。
3. 介護の認定について
　認定調査の結果などをもとに、認定審査会（医師や看護、介護関係者で組織）
で、対象となった方の要介護度（介護の重さの段階）を判定します。
※ 介護の申請をしてから認定結果が出るまで、1か月程度の期間を要します。
4. 介護サービスの使い方
　自宅で介護サービスを使いたい場合は、はじめにケアマネージャーのいる居
宅介護支援事業所へ連絡して契約してください（ケアマネージャーに対する費
用はかかりません）。どのようなサービスを使うかは、担当のケアマネージャー
と相談して「ケアプラン」を作ります。ケアプランに沿ってサービスの利用が始
まります。
5. 在宅サービスの種類
　自宅にヘルパーなどに来てもらう訪問型のサービスやデイサービスなどの施設
に通う通所型のサービスなどがあります。また、自宅で生活しやすくするために
住宅を改修したり、介護用具を借りたりすることもできます。
　また、家族が留守にしたりして、一時的に介護することができなくなってしま
った場合などは、短期入所（ショートステイ）を利用することもできます。
6. 自宅で介護が困難な場合
　自宅での生活が困難な状態の場合は、施設に入所するサービスもあります。
施設の種類はいくつかありますので、対象者の状態にあった施設を選び、入所
したい施設に直接申し込みをします。
7. 要支援１又は要支援２と判定された場合
　お近くの地域包括支援センターに相談ください。担当者がサービスの相談を
受けます。
8. 非該当となった場合
　もし判定結果が非該当となった場合は、地域包括支援センターで開催する介
護予防事業等に参加できますので、お近くの地域包括支援センターに相談くだ
さい。
◆問合先
　　 介護保険課☎（21）2251・2253　　　健康福祉課☎（45）1788
　　 健康福祉課☎（62）0904　　　　　　 健康福祉課☎（29）1103
　　 健康福祉課☎（92）0309　　　　　　 健康福祉課☎（55）7780

活
課
及
び
各
総
合
支
所
生
活
環

境
課
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

　

 

市
民
生
活
課
☎
（21）
2
1
2
3

◆
助
成
金
額

　

医
療
保
険
適
用
外
治
療
費
の

2
分
の
１
の
額
。
た
だ
し
栃
木

県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

等
の
対
象
と
な
る
場
合
は
治
療

費
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た

額
の
2
分
の
1
（
限
度
額
は
1

年
度
10
万
円
）

◆
申
請
期
限　

医
師
が
証
明
し

た
治
療
期
間
の
最
終
日
の
属
す

る
年
度
の
翌
年
度
末

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
先

　

 

保
険
医
療
課
☎
（21）
2
1
3
7

　

 

生
活
環
境
課
☎
（43）
9
2
2
3

　

 

生
活
環
境
課
☎
（62）
0
9
0
3

　
 

生
活
環
境
課
☎
（29）
1
1
0
2

　
 

生
活
環
境
課
☎
（92）
0
3
0
7

　

 
生
活
環
境
課
☎
（55）
7
7
6
2

本大藤都西岩

本

藤
西

大

都
岩

本大藤都西岩
　

医
療
保
険
適
用
外
治
療
費
の

2
分
の
1
の
額
。
た
だ
し
他
制

度
の
助
成
対
象
と
な
る
場
合
は

治
療
費
か
ら
助
成
額
を
差
し
引

い
た
額
の
2
分
の
1
（
1
年
度

30
万
円
を
限
度
）

◆
申
請
期
限

　

治
療
終
了
後
、
治
療
が
終
了

し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年

度
末

★
申
請
書
の
記
入
方
法
や
申
請

方
法
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
合
先

　

 

保
険
医
療
課
☎
（21）
2
1
3
7

　

 

生
活
環
境
課
☎
（43）
9
2
2
3

　

 

生
活
環
境
課
☎
（62）
0
9
0
3

　

 

生
活
環
境
課
☎
（29）
1
1
0
2

　

 

生
活
環
境
課
☎
（92）
0
3
0
7

　

 

生
活
環
境
課
☎
（55）
7
7
6
2

と
が
あ
っ
て
も
、
医
師
も
忙
し

そ
う
だ
し
、
病
院
の
短
い
診
察

時
間
の
な
か
で
は
落
ち
着
い
て

話
が
で
き
な
い…

そ
ん
な
悩
み

を
お
持
ち
の
方
は
、
巡
回
相
談

を
利
用
く
だ
さ
い
。
と
ち
ぎ
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

が
医
師
（
整
形
外
科
）
と
リ
ハ

ビ
リ
専
門
職
に
よ
る
相
談
（
障

が
い
に
つ
い
て
の
医
療
相
談
・

リ
ハ
ビ
リ
相
談
な
ど
）
を
行
い

ま
す
。

◆
日
時　

11
月
13
日
（
木
）

14
時
〜
16
時

◆
場
所　

小
山
市
保
健
・
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
小
山
市
中
央
町
）

◆
対
象　

主
に
身
体
障
が
い

（
肢
体
不
自
由
）
の
あ
る
方

◆
定
員　

若
干
名
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先

11
月
3
日
ま
で
に
左
記
へ

　

 

社
会
福
祉
課
☎
（21）
2
2
0
3

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（43）
1
7
8
8

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（62）
0
9
0
4

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（29）
1
1
0
3

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（92）
0
3
0
9

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（55）
7
7
5
9

１１月１１日は「介護の日」です。

藤都西岩

本大

栃木市マスコットキャラクター
とち介

住宅の２階以上に寝室がある
場合、階段部分にも
住宅用火災警報器の
設置が必要だよ！
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近
年
、
子
ど
も
や
若
者
を
と

り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
情
報
化
社
会
の
進

展
に
よ
り
、
氾
濫
す
る
有
害
情

報
で
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
た

り
、「
ネ
ッ
ト
い
じ
め
」
な
ど

と
い
う
以
前
と
は
異
な
る
い
じ

め
が
起
き
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
景
気
の
悪
化
に
よ
り
非

正
規
労
働
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

若
者
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ー
ト
の
数

が
依
然
と
し
て
高
い
状
態
に
あ

り
、
子
ど
も
や
若
者
が
未
来
に

◆
原
爆
パ
ネ
ル
展

　

7
月
4
日
（
金
）
か
ら
8
月

19
日
（
火
）
ま
で
の
47
日
間
、
西

方
総
合
文
化
体
育
館
、
都
賀
公

民
館
、
藤
岡
公
民
館
、
岩
舟
公

民
館
、大
平
公
民
館
を
巡
回
し
、

市
所
有
の
原
爆
パ
ネ
ル
の
展
示
を

行
い
ま
し
た
。
延
べ
2
4
9
人

の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

◆「
戦
争
」
に
関
す
る
企
画
展
示

　

8
月
5
日（
火
）〜
10
日（
日
）

ま
で
の
6
日
間
、
栃
木
文
化
会

館
に
お
い
て
、
戦
争
に
関
す
る
企

画
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
原
爆
パ

ネ
ル
展
の
内
容
に
加
え
、「
原
爆

の
図　

第
2
部　

火
、
第
3
部

　

水
、
第
4
部　

虹
」（
原
爆
の

図
丸
木
美
術
館
所
蔵
）の
展
示
、

陸
軍
軍
服
、
千
人
針
、
防
空
頭

巾
な
ど
の
実
物
資
料
（
埼
玉
県
平

夢
を
抱
け
ず
に
い
ま
す
。一
方
、

従
来
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
た

児
童
虐
待
や
い
じ
め
に
つ
い
て

も
、
痛
ま
し
い
事
件
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
青
少
年

が
新
し
い
時
代
の
担
い
手
と
し

て
、
そ
の
個
性
や
能
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
て
、
健
や
か
に
た

く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
に
は
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
な

ど
の
地
域
社
会
全
体
で
行
動
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
も
う
一
度
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
考

え
、
具
体
的
な
活
動
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

１
．
毎
月
第
3
日
曜
日
「
家
庭

の
日
」
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

　

家
庭
は
、
青
少
年
が
、
基
本

的
な
生
活
習
慣
や
社
会
に
お
け

る
規
範
意
識
の
基
礎
を
身
に
つ

け
る
な
ど
、
人
間
形
成
に
大
き

な
役
割
を
担
う
場
所
で
す
。「
家

庭
の
日
」に
は
、
家
族
み
ん
な
が

顔
を
揃
え
て
ふ
れ
あ
い
を
育
み

ま
し
ょ
う
。
普
段
機
会
が
取
れ

な
い
方
も
、
家
族
そ
ろ
っ
て
食

事
を
取
る
こ
と
な
ど
か
ら
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

２
．
子
ど
も
た
ち
を
有
害
環
境

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
素
早

く
、
幅
広
い
情
報
が
得
ら
れ
る

便
利
な
手
段
で
す
が
、
犯
罪
・

暴
力
・
過
激
な
性
な
ど
の
有
害

な
情
報
に
接
す
る
機
会
に
も
な

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
無
秩

序
に
こ
れ
ら
の
情
報
に
触
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま

〜
子
ど
も
た
ち
を　

育
て
よ
う
健
や
か
に　

支
え
よ
う
み
ん
な
で
〜

し
ょ
う
。
使
い
方
に
つ
い
て
親

子
で
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
決

め
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

3
．「
声
か
け
運
動
」
を
推
進

し
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は
社
会
全
体
で
育
て

て
い
く
も
の
で
す
。
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
目
を
向

け
、
出
会
っ
た
時
に
は
あ
い
さ

つ
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

可
能
な
範
囲
で
地
域
の
行
事
に

も
参
加
し
、
地
域
で
の
繋
が
り

を
育
て
ま
し
ょ
う
。

◎
模
範
児
童
生
徒
を
表
彰
し
ま
す

　

栃
木
市
青
少
年
問
題
協
議
会

で
は
、
地
域
行
事
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
よ
り
良
い
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
を
応
援
す
る
た
め
、
模
範

児
童
生
徒
を
表
彰
し
ま
す
。

◎
困
っ
た
時
に
は
青
少
年
育
成

11
月
は「
子
ど
も・若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」

セ
ン
タ
ー
へ

　

心
の
こ
と
・
身
体
の
こ
と
・

家
族
の
こ
と
・「
誰
に
も
言
え

な
か
っ
た
」
心
配
な
こ
と
・
困

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
、
厳

守
し
ま
す
。

◆
相
談
日
：
毎
週
月
〜
金
曜
日

9
時
〜
17
時

◆
相
談
先
：
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
本
庁
舎
内
）☎
23
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6
5
6
6

★

★

★

非
核
平
和
事
業
実
施
報
告

非
核
平
和
事
業
実
施
報
告

和
資
料
館
所
蔵
）の
展
示
、
戦

争
に
関
す
る
ビ
デ
オ
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上

映
な
ど
を
行
い
、
延
べ
2
2
4
人

の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

◆
戦
争
体
験
を
聞
く
会

　

7
月
12
日（
土
）、26
日（
土
）、

8
月
9
日
（
土
）の
3
日
間
、
都

賀
公
民
館
、
岩
舟
公
民
館
、
栃

木
文
化
会
館
の
3
か
所
で
、
戦

争
体
験
を
聞
く
会
を
開
催
し
、

延
べ
2
2
0
人
の
方
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

以
下
は
、
講
師
の
方
・
テ
ー
マ
・

講
話
の
概
要
で
す
。

◯
大
橋
晧
佑
氏　
「
義
勇
軍
か

ら
陸
軍
、
そ
し
て
シ
ベ
リ
ア
抑
留

へ
」

　

義
勇
軍
と
し
て
行
っ
た
満
州
か

ら
シ
ベ
リ
ア
へ
抑
留
さ
れ
重
労
働

し
た
体
験

◯
青
木
美
枝
氏　
「
広
島
被
爆

の
体
験
」

　

8
月
6
日
に
爆
心
地
か
ら
わ

ず
か
1.8
ｋｍ
の
距
離
で
被
爆
し
た

体
験

◯
吉
田
孝
子
氏　
「
11
歳
少
女

の
戦
争
体
験
」

　

栃
木
市
内
へ
疎
開
し
た
時
の

体
験

◯
熊
倉
三
朗
氏　
「
命
を
捨
て
た

特
別
攻
撃
隊
の
若
者
た
ち
〜
天

空
よ
り
眺
む
る
69
年
〜
」

　

特
別
攻
撃
隊
と
し
て
戦
死
し

た
実
兄
の
貴
重
な
日
記
を
紹
介
。

◯
高
橋
久
子
氏　
「
被
爆
体
験

か
ら
平
和
への
思
い
」

　

広
島
で
被
爆
し
父
を
失
い
戦
後

も
傷
跡
の
た
め
に
苦
労
し
た
体
験

◯
田
村
哲
夫
氏　
「
戦
時
下
の

体
験
か
ら
『
平
和
の
大
切
さ
』
を

知
る
」

　

宇
都
宮
空
襲
直
後
の
市
内
の

状
況
と
自
身
の
機
銃
掃
射
攻
撃

を
受
け
た
体
験

【
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
粋
】

・
戦
争
の
悲
惨
さ
は
本
な
ど
で
充

分
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た

が
実
体
験
者
の
話
は
ま
た
別
の

面
か
ら
心
に
迫
る
も
の
が
あ
り

本
日
は
良
い
体
験
が
で
き
た
。

・
命
は
一
つ
で
す
。
命
は
温
か
い

で
す
。
命
の
大
切
さ
戦
争
の
む

ご
さ
、
平
和
の
大
切
さ
、
永
遠

に
語
り
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
、

心
よ
り
思
い
ま
す
。

・
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
切
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。
平
和
で
暮
ら

せ
る
の
も
犠
牲
に
な
っ
た
方
た
ち

の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を
大
切
に

戦
没
者
や
先
人
達
に
感
謝
の
心

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

◆
広
島
平
和
記
念
式
典
中
学
生

派
遣

　

8
月
5
日
（
火
）
か
ら
7
日

（
木
）
ま
で
、
広
島
平
和
記
念
式

典
中
学
生
派
遣
団
を
広
島
市
へ

派
遣
し
ま
し
た
。

派
遣
団
長
：
石
嶋
栃
木
東
中
校
長

派
遣
団
員
：
市
立
中
学
校
14
校

2
年
生
各
校
2
名　

計
28
名

1
日
目
：
平
和
記
念
公
園
・
平

和
記
念
資
料
館
見
学

2
日
目
：
平
和
記
念
式
典
参
列
、

宮
島
見
学
、
元
安
川
灯
ろ
う
流

し
参
加

3
日
目
：
千
羽
鶴
奉
納
、
被
爆

体
験
講
話
受
講

【
派
遣
団
員
の
活
動
報
告
よ
り
抜
粋
】

〇
平
和
記
念
資
料
館

・
資
料
館
で
、
当
時
さ
ま
よ
っ
て

い
る
子
ど
も
の
再
現
模
型
を
見
た

時
に
は
、
驚
き
ま
し
た
。
私
と

同
じ
く
ら
い
の
歳
の
子
や
私
よ
り

も
小
さ
い
子
が
、皮
膚
が
た
だ
れ
、

衣
服
は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態
で
さ
ま

よ
って
い
た
か
ら
で
す
。
ど
れ
ほ
ど

悲
惨
な
状
態
で
あ
っ
た
か
が
伝
わ

って
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
広
島
平
和
記
念
資
料

館
を
見
学
し
て
、
教
科
書
だ
け

で
は
、
き
っ
と
学
ぶ
こ
と
の
出
来

な
か
っ
た
当
時
の
人
々
の
状
態
や
、

命
の
あ
り
が
た
さ
に
つい
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
学
ん
だ

こ
と
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え

て
い
け
た
ら
いい
な
と
思
い
ま
す
。

〇
平
和
記
念
式
典

・
テ
レ
ビ
で
は
感
じ
ら
れ
な
い
、

重
々
し
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し

た
。式
典
に
は
、内
閣
総
理
大
臣
、

広
島
市
長
、
県
知
事
な
ど
た
く

さ
ん
の
方
々
が
来
て
い
て
、
日
本

の
平
和
へ
の
意
識
が
強
い
の
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
雨
の
中
、

参
列
し
て
い
た
人
た
ち
の
中
で
も

大
半
が
お
年
寄
り
の
方
々
で
し

た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

語
り
つ
い
で
く
れ
る
方
々
が
ど
ん

ど
ん
年
を
と
っ
て
い
く
中
、
僕
た

ち
中
学
生
が
参
列
出
来
て
よ
か
っ

た
。
そ
し
て
今
度
は
僕
た
ち
が

受
け
継
ぐ
番
な
の
だ
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

〇
元
安
川
灯
ろ
う
流
し

・
僕
は
、
初
め
て
灯
ろ
う
流
し
を

体
験
し
ま
し
た
。
何
十
年
も
の

歴
史
が
あ
る
、
広
島
で
の
灯
ろ
う

流
し
は
、
こ
の
先
何
年
経
っ
て
も

忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
僕
は
、

灯
ろ
う
に「
世
界
の
平
和
を
祈
り

ま
す
。」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書

き
ま
し
た
。
原
子
爆
弾
を
落
と

さ
れ
た
69
年
前
の
あ
の
と
き
、
た

く
さ
ん
の
人
が
水
を
求
め
、
熱
さ

を
し
の
ぐ
た
め
、
飛
び
こ
ん
だ
。

し
か
し
、
苦
し
み
亡
く
な
っ
た
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
ん
な
川

か
ら
私
た
ち
の
願
い
、
あ
の
と
き

に
亡
く
な
っ
た
人
々
の
願
い
が
世

界
に
届
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

〇
千
羽
鶴
奉
納

・
奉
納
す
る
場
所
に
は
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
千
羽
鶴
が
奉
納
し

て
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
鶴
に
ひ
と
り
ひ
と
り
、
平
和
へ

の
願
い
を
募
ら
せ
ま
し
た
。
核
兵

器
の
廃
絶
と
平
和
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
夢
を
、

千
羽
鶴
に
託
し
ま
し
た
。
こ
の

千
羽
鶴
が
被
爆
さ
れ
た
方
の
心

に
、
は
ば
た
い
て
いっ
て
届
く
こ
と

を
願
い
ま
す
。

〇
被
爆
体
験
講
話
（
講
師
：
新

宅
勝
文
氏
）

・
広
島
で
は
原
爆
に
よ
っ
て
、
多

く
の
方
々
の
命
が
一
瞬
に
し
て
奪

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
講
話
の

中
で
も
た
く
さ
ん
の
人
が
無
残

な
姿
で
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
を
お
聞
き
し
て
、
と
て
も

悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

命
は
人
が
皆
、
平
等
に
持
っ
て
い

る
も
の
な
の
に
、
そ
れ
を
戦
争
や

原
爆
に
よ
っ
て
奪
う
と
い
う
こ
と

は
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
原
爆

に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
は

生
き
た
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
生

き
て
幸
せ
に
暮
ら
し
た
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
気
持

ち
さ
え
も
奪
っ
て
し
ま
う
の
が
原

爆
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

〇
全
体
の
感
想

・
原
爆
投
下
に
よ
る
悲
惨
な
事

実
、
そ
し
て
、
今
で
も
ず
っ
と
苦

し
み
を
か
か
え
て
生
活
し
て
い
る

方
々
が
い
る
こ
と
を
私
た
ち
は
決

し
て
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

私
達
は
、
広
島
平
和
記
念
式

典
に
中
学
生
派
遣
団
と
し
て
参

加
し
、
広
島
の
原
爆
に
つい
て
学
べ

た
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。「
栃

木
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
」に

あ
る
よ
う
に
、
二
度
と
同
じ
悲
惨

な
思
い
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
平
和
の
大
切
さ
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
求

め
て
、
行
動
し
、
未
来
を
支
え
る

子
供
達
に
伝
え
て
い
く
為
に
も
、

こ
の
経
験
を
後
輩
た
ち
に
伝
え
、

他
校
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
見
て
、
聴

い
て
、
学
ん
で
共
感
し
て
ほ
し
い
で

す
。
私
は
、
原
爆
に
つ
い
て
ほ
と

ん
ど
知
ら
ず
に
、
生
活
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
いっ
た
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
他
人
事

で
終
わ
って
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
後
も
、
未
来
の
子
供

達
に
伝
え
て
い
く
に
は
、
私
達
派

遣
団
の
様
な
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て

ほ
し
い
と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

★
千
羽
鶴
の
作
製
に
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

各
中
学
校
で
心
を
込
め
て
作
っ
た

千
羽
鶴
、
パ
ネ
ル
展
等
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
作
っ
て
い
た
だ
い
た
折

鶴
は
大
切
に
原
爆
の
子
の
像
に

捧
げ
て
き
ま
し
た
。
協
力
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！！

★
8
／
25
報
告
会
開
催

　

今
回
の
派
遣
で
学
ん
だ
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

一
般
公
開
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
派
遣
団
員
の
皆
さ
ん

は
、
各
校
の
学
校
祭
な
ど
で
校

内
発
表
し
、
全
校
生
徒
に
派
遣

活
動
に
つ
い
て
広
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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大平地域◆栃木地域●

西方地域
都賀地域

7

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

〝
た
め
ら
わ
ず 

知
ら
せ
て
つ
な
ぐ 

命
の
輪
〞

平
成
２７
年
版
県
民
手
帳
販
売

平
成
27
年
度
学
童
保
育

　
　
　
　  

利
用
申
込
受
付

　

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

放
課
後
に
家
庭
で
の
保
護
指
導

を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
を
対
象

に
、
学
童
保
育
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、　

こ
ど
も

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

栃
中
央
小
、栃
三
小
、栃
四
小
、

栃
五
小
、
南
小
、
大
宮
北
小
、

吹
上
小
、
皆
川
城
東
小
、
千
塚

小
、
大
平
、
藤
岡
、
都
賀
、
岩

舟
地
域
内
各
小
学
校
に
在
籍
ま

た
は
入
学
予
定
の
6
年
生
ま
で

の
児
童
。

※

定
員
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
込
み
い
た
だ
い
て
も
利

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み

11
月
17
日
〜
11
月
28
日
に
、　

 

　

 

こ
ど
も
課
、
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
へ
。

申
込
用
紙
は
本
庁
、
各
総
合
支
所

及
び
各
学
童
保
育
に
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
先

　

 

こ 

ど 

も 

課
☎
（21）
2
2
2
3

本本

本

本

本
　

市
税
の
収
入
確
保
と
納
税
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、
滞
納
処

分
と
し
て
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
を
利
用
し
た
公
売
を
実
施
し

ま
す
。
な
お
、
公
売
は
納
付
の

状
況
等
に
よ
り
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時　

参
加
申
込
期
間

11
月
5
日
（
水
）
13
時
〜

11
月
18
日
（
火
）
23
時

入
札
期
間

11
月
25
日
（
火
）
13
時
〜

11
月
27
日
（
木
）
23
時

下
見
会
開
催
日
時

11
月
14
日
（
金
）
10
時
〜
16
時

◆
場
所　

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
内
（
下
見
会

は
本 

収
税
課
前
）

◆
問
合
先

　

 

収　

税　

課
☎
（21）
2
2
8
1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

　
　
　
　
　   

開
催
し
ま
す

　

平
成
27
年
版
県
民
手
帳
が
11

月
上
旬
よ
り
、
市
内
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
及
び
一
部

書
店
に
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

価
格
は
ポ
ケ
ッ
ト
判
4
0
0

円
／
通
常
判
5
0
0
円
で
す
。

　

 

総
合
政
策
課
☎
（21）
2
3
0
6

／
栃
木
県
県
民
生
活
部
統
計

課
（
☎
0
2
8

（623）
2
2
5
2
）

　

最
近
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
乱

用
に
関
係
す
る
事
件
や
事
故
が

多
発
し
て
お
り
、
極
め
て
憂
慮

す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
「
合
法
」

な
ど
と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
麻
薬
や
覚
醒
剤
と
似

た
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り

健
康
被
害
や
異
常
行
動
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大

変
危
険
な
物
な
の
で
、
絶
対
に

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身
の

成
長
や
人
格
の
形
成
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

子
ど
も
の
立
場
が
最
優
先
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
身
体
的
虐
待　

な
ぐ
る
、
け

る
、
熱
湯
を
か
け
る
、
タ
バ
コ

の
火
を
押
し
つ
け
る
、
な
ど

◆
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る

お
ど
か
し
、
無
視
、
他
の
き
ょ

う
だ
い
と
著
し
く
差
別
す
る
、

夫
婦
間
の
暴
力
を
子
ど
も
に
見

せ
る
、
な
ど

◆
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
怠
慢
・

拒
否
）
食
事
を
与
え
な
い
、
入

浴
さ
せ
な
い
、
な
ど

◆
性
的
虐
待　

性
的
行
為
を
強

本

（1）栃木市の人口推移について
　国立社会保障・人口問題研究所から平成25年3月に公表された
将来推計人口によると、本市の人口は2040年には106,646人
まで減少するとされています。
　その数字を裏付けるように、下記の人口推移グラフでは、地域ご
との折れ線グラフが、大平地域を除くと右肩下がりの減少傾向が続
いているのが分かります。人口減少は、本市の活力が失われるとと
もに、市の存続にかかわる深刻な問題です。
　こうした現状を踏まえ、本市の人口減少に歯止めをかけ、定住人口
の増加を図るため、今年度、「栃木市定住促進対策本部」を立ち上げ
ました。また、その中で40歳以下の若手職員による研究会も組織し、
定住促進並びに出生率増加につながる実現可能で斬新な施策の研究
を始めたところです。
　その研究会の名称は「栃木に住もう」という言葉に親しみを込め
て、ひらがなで「とちにすも」としました。
　本市では、今年度中を目途に定住促進策をまとめていく予定です。
◆問合先　 　総合政策課☎（21）2302

定住促進対策について定住促進対策について定住促進対策について

経営安定支援 商店街活性化支援 産業財産権取得支援 就農支援
経営支援事業 空き店舗活用促進事業産業財産権取得支援事業 新規就農サポート事業

商工観光課
☎（21）2508・2372

農林課
☎（21）2381

栃木市の産業振興施策のご案内
　市では、各産業分野の支援施策として、下記メニューをご用意しておりますので活用ください。

　栃木県産業振興
センター「専門家派
遣事業（中小企業
診断士、技術士等）」
を利用した際の経費
を補助する制度
　「専門家派遣事
業」に要する企業が
負担する経費の全
額。（派遣１回につ
き1万6千円、年度
内に４回まで利用可
能、最大6万4千円）

　店舗の改修・家賃
及び出店後の専門家相
談に係る経費の一部を
補助する制度

　特許権・実用新案権
など産業財産権の取得
に要した経費の一部を補
助する制度

　新たに就農する者を
対象に、各種助成制度
の紹介やセミナーの案
内及び就農に係る経費
の一部を補助する制度

　改修：対象経費の
1/2に相当する額（上
限１00万円）。家賃：
12ヶ月分の1/2に相当
する額（上限50万円）。
専門家：対象経費の
1/2に相当する額（上
限1万6千円。5回まで）。

　対象経費の2/3の額。
ただし、特許権は50万
円、実用新案権、意匠
権及び商標権は10万円
を限度とする。

　補助額上限30万円。

　栃木県産業振興
センター「専門家派
遣事業」の採択を受
けた中小企業者

　市内の対象地域の
空き店舗を活用し創業
するもの。

　産業財産権を取得後、
6か月以内に申請するも
の。

・満40歳以下
・市内に３年以上住所
があり、現在住所を有
し、今後１年にわたり居
住する見込みの者
・市内において農業に
新規就農し、栃木県及
び市において、新規就
農者であることを認め
られた者等

概
要

額
度
限
・
補
助
率
等

補
助
対
象

担
当
課

要
す
る
、
な
ど

◎
ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
配
り
」

「
気
配
り
」
で
、
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
救
え
ま
す
。
子
ど
も
の
不

自
然
な
傷
・
表
情
・
行
動
や
、

保
護
者
の
不
自
然
な
言
動
に
気

づ
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
（
通
告
）
は
、
虐
待
者

の
処
罰
の
た
め
で
は
な
く
、
問

題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
を
支
援

し
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。
相
談
（
通

告
）者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◎
子
育
て
で
お
悩
み
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
相
談
く
だ
さ
い
。
一

緒
に
よ
い
方
法
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

◆
相
談
（
通
告
）
先

　

 

こ 

ど 

も 

課
☎
（21）
2
2
2
6

（
平
成
26
年
度
標
語
）

◆
日
時　

11
月
21
日
（
金
）
14
時
〜

◆
場
所　

栃
木
市
都
賀
図
書
館

（
都
賀
町
原
宿
）

◆
問
合
先

　

 

教
育
総
務
課
☎
（21）
2
4
6
1

平
成
26
年
11
月
定
例
教
育

委
員
会
の
開
催
の
お
知
ら
せ

本本 ７５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
へ

　

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
、
そ
れ
ま

で
の
健
康
保
険
を
抜
け
て
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
り
ま
す
。
75

歳
の
誕
生
日
前
に
『
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
』
を
郵
送
し
ま

す
。
保
険
料
の
通
知
は
誕
生
月
の

翌
月
以
降
に
郵
送
し
ま
す
。　

　
保
険
医
療
課
☎
（21）
2
1
3
7

本 本

本

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
薬
物
相
談
窓
口

栃
木
県 

県
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
☎
0
2
8
5

（22）
6
1
1
9

栃
木
県 

保
健
福
祉
部 

薬
務
課

　
　
　

☎
0
2
8

（623）
3
7
7
9

本

本

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

◆日時　11月17日（月）～11月23日（日）
◆時間　8時30分～19時（土・日曜は、10時～17時）
◆実施機関　宇都宮地方法務局　栃木県人権擁護委員連合会
※相談は、無料で秘密厳守。どうぞ安心して相談ください。

☎0570－070－810
（ゼロナナゼロのハートライン） 人権・男女共同参画課

☎（21）2162

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

　
　
　  

（
11
月
12
日
〜
25
日
）

　

近
年
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク･

バ
イ
オ
レ
ン
ス

＝
Ｄ
Ｖ
）、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル･

ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
等
と
い
っ
た
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
た
め
毎
年
11
月

12
日
か
ら
25
日
ま
で
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

と
し
て
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｄ
Ｖ
・
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

◆
日
時 

11
月
25
日
（
火
）

14
時
〜
16
時

◆
場
所 

市
役
所
本
庁
舎
3
階

正
庁
（
万
町
）

◆
講
師　

阿
部
美
代
子
氏
（
家

族
相
談　

エ
コ
ー
ズ
）

◆
入
場
料　

無
料

◆
申
込　

不
要

◎
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
ま
ず

相
談
を

・
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
相
談
ル
ー
ム

　
　
　

☎
0
2
8

（665）
8
7
2
0

・
栃
木
警
察
署 

☎
（25）
0
1
1
0

・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ

　
　
　

☎
0
2
8

（621）
9
9
9
3

・
サ
バ
イ
バ
ル
ネ
ッ
ト
・
ラ
イ
フ

　
　

☎
0
2
8
5

（24）
5
1
9
2

・
警
察
安
全
相
談

　
　
　

☎
0
2
8

（627）
9
1
1
0

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
宇
都
宮
地
方
法
務
局

　
　

 

☎
0
2
8

（627）
3
8
5
5
）

・
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
相
談

（　

こ
ど
も
課
☎
（21）
2
2
2
9
）

◆
問
合
先　
　

 

人
権
・
男
女

共
同
参
画
課
（21）
2
1
6
2

本

本

危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
注
意
を
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土
砂
災
害
に
備
え
て

　

8
月
20
日
に
広
島
市
で
発
生
し

た
大
規
模
な
土
砂
災
害
に
よ
り
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
等
に
よ
り
土
砂
災
害

警
戒
区
域
や
避
難
場
所
な
ど
を

再
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
な
情
報
に

つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先　

　

 

危
機
管
理
課
☎
（21）
2
5
5
1

11
月
９
日
は
『
１
１
９
番
の
日
』で
す

　

1
1
9
番
は
、
火
災
・
救
急
・

救
助
な
ど
の
災
害
を
通
報
す
る

た
め
の
専
用
回
線
電
話
で
す
。

間
違
え
て
1
1
9
番
に
か
け
て

し
ま
っ
た
時
は
『
間
違
え
ま
し

た
』
と
、
は
っ
き
り
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
無
言
で
電
話
を
切
ら

れ
て
し
ま
う
と
『
何
か
あ
っ
た

の
で
は
？
』
と
考
え
、
確
認
で

き
る
ま
で
呼
び
返
し
を
し
ま

す
。
ま
た
、『
サ
イ
レ
ン
を
止

め
て
来
て
く
だ
さ
い
』
と
言
う

方
が
い
ま
す
が
、
緊
急
自
動
車

は
サ
イ
レ
ン
を
止
め
て
走
行
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
赤
色

灯
を
点
け
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
て
走
行
す
る
よ
う
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
車
両
は
場
所
が
分
か
ら

な
い
と
出
動
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。1
1
9
番
通
報
時
は
、

あ
わ
て
ず
に
、
消
防
車
や
救
急

車
が
向
か
う
住
所
や
近
く
の
目

標
物
を
は
っ
き
り
伝
え
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す

ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」

◇
災
害
情
報
や
休
日
（
日
曜
、

祝
祭
日
）
当
番
医
の
問
合
せ
は

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス　

☎
（24）

9
9
9
9
を
利
用
く
だ
さ
い

◆
問
合
先
　
栃
木
市
消
防
本
部

通
信
指
令
課
☎
（22）
0
1
1
9

（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
後
6
番
）

「
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト

　
　
　

 

ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て

　

２
４
，５
５
１
人

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
の
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
た
延
べ
人
数
で
す
。
ち
な
み

に
一
昨
年
度
と
比
較
し
て
、
約

6
，0
0
0
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
次
の
よ
う

な
感
想
を
お
持
ち
の
方
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

・
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
が
生
き
甲

斐
に
な
っ
て
い
る
。

・
学
校
や
子
ど
も
を
知
る
よ
い

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
交
流
の

場
と
な
っ
て
い
る
。
な
ど

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
は
、

し
て
も
ら
う
人
た
ち
に
と
っ
て

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す

が
、
行
う
立
場
の
人
に
と
っ
て

も
、
充
実
感
を
持
っ
た
り
’

  

仲
間
と
の
連
帯
意
識
を
高
め

た
り
’
な
ど
様
々
な
利
益
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
に
一
人
で
も

多
く
の
皆
様
に
地
域
ぐ
る
み
の

教
育
と
地
域
の
絆
づ
く
り
に
参

加
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

を
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
託

し
ま
し
た
。

　

ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
は
、
学
校

に
多
く
の
地
域
の
方
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
が
入
る
こ
と
に
意
義

が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
先
　

　

 

生
涯
学
習
課
☎
（21）
2
4
8
8

ア～あなたも　地域でボランティアを
シ～知らぬ間に　絆の大輪またひとつ
ス～すてきな出会いが　次々に
ト～共に育とう　子どもも大人も
ネ～願いは　“いいまち”“いい学校”
 ﾂ ～次はあなた！あなたの出番
ト～『とちぎ未来アシストネット』

本
　

岩
舟
町
と
の
合
併
に
よ
る
新
し
い
栃
木
市
の
誕
生
と
新
市
庁
舎
の
開
設

を
記
念
し
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
（
宝
く
じ
助
成
）
を

受
け
、
4
月
5
日
か
ら
8
月
31
日
ま
で
市
役
所
付
近
に
あ
る
巴
波
川
「
開

運
橋
」
か
ら
、
下
流
の
「
幸
来
橋
」
を
経
て
「
う
ず
ま
公
園
」
に
至
る
区
域

に
お
い
て
、
鯉
や
蔵
、
市
無
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
百
八
灯
流
し
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
用
す
る
「
巴
波
川
を

活
用
し
た
開
運
・
幸
来
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
は
鯉
の
ぼ
り
の
装
飾
や
邦
楽
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
『
う
ず
ま
の
鯉
の
ぼ
り

－

い
い
こ
い
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

夏
は
『
開
運
・
幸
来
の
あ
か
り

－

巴

波
川
行
灯
』
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
あ
ん
ど
ん
の
工
作
教
室
や
、
岩

舟
町
出
身
の
故
川
島
健
三
郎
氏
の
切
り

絵
作
品
を
貼
り
付
け
た
行
灯
の
設
置
、

朗
読
と
三
味
線
・
語
り
べ
と
琵
琶
の
演

奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
巴
波
川
が
美
し
く

彩
ら
れ
ま
し
た
。

◆
問
合
先
　
う
ず
ま
川
遊
会　

開
運
・

幸
来
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　

 

商
工
観
光
課
内
☎
（21）
2
3
7
4

うずまの鯉のぼり－いいこい小学生のあんどん工作教室

平成２６年度コミュニティ助成事業報告
活力ある地域づくり助成事業（地域資源活用助成事業）

”

“

‘
‘

｢

借
金
が
返
せ
な
く
な
っ
た
ら｣

に
つ
い
て

　

国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
の
統
計
に
よ
る
と
、

全
国
の
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

た
多
重
債
務
関
係
の

相
談
は
、
2
0
0
9

年
に
は
8
万
件
近
く

あ
り
ま
し
た
が
2
0
1
3
年
に
は
3

万
件
台
へ
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

借
り
た
お
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
利
用

代
金
、
そ
の
ほ
か
約
束
し
た
支
払
い

は
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、『
借
金
な
ど
の
返
済
に

追
わ
れ
、
生
活
費
を
工
面
す
る
た
め

に
無
理
な
働
き
方
を
し
て
体
を
壊
し

て
し
ま
う
』、『
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
現
金
化
な
ど
不
正
な
行
為
を
行

う
』、『
ヤ
ミ
金
業
者
か
ら
借
り
る
』

な
ど
、
さ
ら
に
事
態
を
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
事
態

を
悪
化
さ
せ
ず
解
決
す
る
た
め
に

は
、
早
急
な
相
談
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
無
料
の
弁
護
士
相
談
等
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。
債
務
整
理
の
代
表

的
な
方
法
に
は
「
任
意
整
理
」「
特

定
調
停
」「
個
人
再
生
」「
自
己
破
産
」

が
あ
り
ま
す
。
ど
の
方
法
が
よ
い

か
は
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
債
務
内
容
の
整

理
、
再
認
識
を
し
た
上
で
、
弁
護

士
な
ど
の
専
門
家
へ
相
談
し
、
解

決
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
費
用
に

つ
い
て
は
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）
の
費
用
立
て
替

え
制
度
（
民
事
法
律
扶
助
）
が
使
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
先
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
入
舟
庁
舎
／
☎
（23）
8
8
9
9
）

　今回も、一般財団法人とちぎメディカルセンターが
実施している新病院の施設整備状況についてのお知らせです。
○第１病院（仮称）建設工事について
　鉄骨の組立て作業も順調に進んでおり、随分と
建物が想像できる光景になってきました。また、看
護学生を対象とした現地見学会を開催しました。
○第２病院（仮称）第１期整備工事の施工業者に
ついて
　施工業者が決定し、増築工事（一部改修含む）
がスタートしました。
受 注 者　株式会社フジタ関東支店
工事箇所　現とちぎメディカルセンターとちの木病院
　　　　　（大町３９番５号）
　市も、昨年度に引き続きまして、現在、第1病院（仮
称）の周辺整備工業（道路・水道・下水道）を実
施しております。近隣の皆様には、大変ご迷惑を
お掛けしておりますが、ご協力をお願いします。

とちぎメディカルセンター
施設整備について17

本　 地域医療対策室  ☎（21）2336

本

30

子育て Hap
py

食
事
の
時
の
こ
と
ば
か
け

　

最
初
の
ひ
と
言
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

ま
あ
、
お
い
し
そ
う  

／ 

お
な
か
へ
っ
た
ね
、
い
っ
し
ょ
に
食
べ
よ
う

ね 

／ 

今
日
の
ご
は
ん
は
な
ん
だ
ろ
う
ね
。
楽
し
み
だ
ね
、
な
ど
。

　

食
べ
る
こ
と
に
対
す
る
期
待
と
意
欲
が
わ
く
よ
う
な
こ
と
ば
か
け
が
い

い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
食
べ
始
め
た
ら
・
・
・
日
頃
、
ど
ん
な
こ
と
ば
を

か
け
て
い
ま
す
か
？

　

は
や
く 

／ 

こ
ぼ
さ
な
い
で
／  

よ
く
か
ん
で
ね
／ 

手
で
食
べ
な
い
の 

／  

よ
く
モ
グ
モ
グ
し
て 

／  

は
や
く
の
み
こ
ん
で 

／ 

は
い
、
こ
れ
の
ん

で
・
・
・

　

ひ
と
つ
ふ
た
つ
は
思
い
当
た
り
ま
す
か
？

　

食
事
中
必
ず
言
っ
て
ほ
し
い
の
は
、「
お
い
し
い
ね
」
と
い
う
こ
と
ば
。

い
っ
し
ょ
に
食
べ
て
い
る
人
か
ら
「
お
い
し
い
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
、
自

分
も
「
お
い
し
い
」
と
感
じ
、
食
も
す
す
み
ま
す
。「
次
は
ど
れ
食
べ
よ
う

か
・・・
」「
あ
っ
こ
れ
食
べ
た
こ
と
あ
る
よ
ね
、お
い
し
い
よ
ね
・・・
」な
ど
、

と
も
に
こ
と
ば
を
か
わ
し
な
が
ら
食
事
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
は
楽
し
い

も
の
で
す
。

　

食
べ
る
意
欲
は
生
き
る
意
欲
に
つ
な
が
り
ま
す
。
元
気
に
楽
し
く
食
べ

る
雰
囲
気
づ
く
り
は
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
大
人
に
と
っ
て
も
。
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本

本

　給与所得者に係る年末調整等説明会を下記の日程で開催します。
　説明会では「年末調整のしかた」及び「給与所得の源泉徴収票等の法
定調書の作成と提出の手引」などのパンフレットを用いて説明いたします
ので、お持ちください。
※都合により、指定された会場に出席できない場合には、他の会場に出
　席することができます。

小山市
下野市
野木町
を納税地とする源泉
徴収義務者

対　象　者会　　場日　　　　時

栃木市
壬生町
を納税地とする源泉
徴収義務者

小山市文化センター
大ホール
（小山市中央町）

栃木文化会館
大ホール
（旭町）

10時～
11時45分

10時～
11時45分

14時～
15時45分

14時～
15時45分

11月19日（水）

11月20日（木）

◆問合先　栃木税務署☎（22）0885（自動音声案内）　　市民税課☎（21）2265

平成26年分年末調整等説明会の開催

本



該当する項目を○で囲んでください。

年齢（年代）：10代・20代・30代・40代・50代・60代・70代以上

問 5．その他、紙面や内容について意見がありましたら、自由にご記入ください。

問１．普段、市の情報（行事やお知らせなど）は、何から得ていますか？（いくつでも）
　　　  ・広報とちぎ（折込チラシ含む）・市ホームページ ・新聞 ・テレビ
　　　  ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問２．広報とちぎで掲載されている記事の件数や量についてどう思いますか？
　　　  ・多くしてほしい ・今のままでよい ・少なくしてほしい

問３．広報とちぎでよく読むコーナーや興味のあるコーナーは何ですか？（いくつでも）
　　　  ・特集　・各課からのお知らせ　・募集　・催し　・講座　・スポーツ
　　　   ・きらりとちぎ人　・みんなの伝言板　・文化芸術のお知らせ　・とちぎ散歩
　　　  ・子育て広場　・健康情報コーナー　・わが家の天使　・まちかどニュース

問４．魅力的な広報紙にするためには、何が必要だと思いますか？（３つまで）
　　　  ・文字や文章を減らす　・文章をやさしい表現にする　・余白を増やす　
　　　   ・写真やイラストを増やす　・図や表などを増やす　・レイアウトを工夫する
　　　   ・記事の順番や構成を工夫する　・各ページに見出しをつける
　　　   ・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

性別：男性・女性

広報とちぎ　アンケート

の
　

　
　

　
り

　
　

　
　

し
　

　
　

　
ろ

の
　

　
　

　
り

　
　

　
　

し
　

　
　

　
ろ

の　　　　　　　 り　　　　　　　 し　　　　　　　 ろ

栃木市マスコットキャラクター
とち介

9 広報とちぎ　１１月号 ２０１４（平成２６）年１０月２０日　発行

シ
リ
ー
ズ
都
市
計
画
税
④

合
併
し
た
先
進
事
例
の
状
況
は
？

　

県
内
で
、
合
併
前
都
市
計
画
税
の
税
率

が
不
均
一
で
合
併
後
統
一
し
た
例
と
し
て

は
、
下
野
市
が
旧
石
橋
町
0.
2
％
、
旧
国

分
寺
町
0.
2
5
％
、
旧
南
河
内
町
0.
3
％

を
0.
2
5
％
に
、
日
光
市
が
旧
今
市
市

0.
2
％
、
旧
日
光
市
0.
2
％
、
旧
藤
原
町

0.
2
5
％
を
0.
2
％
に
統
一
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
隣
の
埼
玉
県
加
須
市
は
旧
加

須
市
0.
3
％
、
旧
騎
西
町
0.
1
％
、
旧
大

利
根
町
0
％
、
旧
北
川
辺
町
該
当
な
し
（
市

街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
の
区
分
が

な
い
非
線
引
都
市
計
画
区
域
）
を
、
来
年
度

よ
り
市
街
化
区
域
に
税
率
0.
2
％
（
旧
北

川
辺
町
は
市
街
化
区
域
が
な
い
た
め
該
当

な
し
）
で
統
一
し
ま
す
。

　

 

資 

産 

税 

課
☎

（21）
2
2
7
5

　

 

税　

務　

課
☎

（43）
9
2
0
8

　

 

税　

務　

課
☎

（62）
0
9
0
2

　

 

税　

務　

課
☎

（29）
1
1
0
1

　

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　

☎
（92）

0
3
0
5

　

 

税　

務　

課
☎

（55）
7
7
5
8

藤大本都西岩

本 都
市
計
画
案
の
縦
覧

    
（
四
季
の
森
と
ち
ぎ
地
区
計
画
）

広
報
紙
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
　
　  

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

小
山
栃
木
都
市
計
画
地
区
計

画（
四
季
の
森
と
ち
ぎ
）の
変
更

に
関
す
る
都
市
計
画
の
案
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
縦
覧
し
ま
す
。
こ
の
案
に
つ

い
て
意
見
等
の
あ
る
方
は
、
縦

覧
期
間
中
に
市
長
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
都
市
計
画
の
種
類

地
区
計
画（
四
季
の
森
と
ち
ぎ
）

◆
対
象
と
な
る
区
域

栃
木
市
国
府
町
字
羽
黒
の
一
部

◆
縦
覧
期
間
及
び
時
間
（
意
見

書
提
出
も
同
様
）

期
間
：
10
月
24
日
（
金
）
〜
11

月
7
日
（
金
）（
土
・
日
、
祝
日

を
除
く
）

時
間
：
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

◆
問
合
先
・
縦
覧
場
所
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合
併
に
よ
る
市
域
の
拡
大

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化

な
ど
に
よ
り
、
年
々
広
報
紙

に
掲
載
す
る
情
報
量
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
8
月

号
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
や
紙
面
検
討
委

員
会
の
意
見
を
も
と
に
広
報

と
ち
ぎ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。Ａ
3
判
（
16
頁
）
に

大
判
化
し
た
こ
と
で
以
前
よ

り
文
字
を
大
き
く
し
、
イ
ラ

ス
ト
や
写
真
を
多
く
用
い
る

よ
う
心
が
け
る
と
共
に
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
か
ら
「
と
ち

ぎ
散
歩
」
や
「
ま
ち
か
ど

ニ
ュ
ー
ス
」、「
き
ら
り
☆
と

ち
ぎ
人
」な
ど
の
新
た
な
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
毎
月
市
政
に

関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
4
月
の
岩
舟
町
と
の

合
併
に
よ
り
さ
ら
に
市
域
が

広
が
り
、
ま
た
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
か
ら
2
年
を
経
過
し
た
こ

と
か
ら
、
現
在
の
広
報
と
ち

ぎ
の
紙
面
に
つ
い
て
、
あ
ら

た
め
て
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

　

下
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

に
記
入
の
上
、
線
に
沿
っ
て

切
り
取
っ
て
封
筒
を
作
り
、

切
手
を
貼
ら
ず
（
12
月
末
日

ま
で
有
効
）
に
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

 

秘
書
広
報
課
☎

（21）
2
3
1
8

　8月3日に高知市にて決勝が行われた、第23回全国高校漫画選
手権大会（まんが甲子園）にて、栃木女子高校美術部が全国3位に
入賞しました。
　入賞されたのは、竹沢音映さん、田名網真結さん、梅山紗智乃さん、
畑中みいさん、渡辺友里恵さん、初山璃音さんのチームです。
　決勝当日は朝食が食べられないくらいに緊張されたそうですが、5
時間半の制限時間内に、日ごろ培った発想力と画力を活かして作品

を完成させ、見事入賞さ
れました。
　作品は、下記まんが甲
子園2014ウェブサイトで見
ることができます。

栃木女子高美術部の皆さん

栃木女子高校
　まんが甲子園全国３位！
栃木女子高校
　まんが甲子園全国３位！
栃木女子高校
　まんが甲子園全国３位！
栃木女子高校
　まんが甲子園全国３位！

http://mangaoukoku-tosa.jp/
articles/page.php?ID=909

本



栃
  木
  局

承
　
　
認

70
差
出
有
効
期
間

平
成
26年

12月
31日
ま
で

料
金
受
取
人
払
郵
便

切
手
を
貼
ら
ず
に

お
出
し
く
だ
さ
い

〔
　
　
　
〕

栃木市万町九番二五号

｢広報とちぎに関するアンケート｣在中

　現在、広報とちぎ紙面検討委員会で紙面構成等を検討していただき、
より良い紙面づくりにご協力をお願いいたします。
 （線で切って封筒をつくり、切手を貼らずにお出しください。）

栃木市役所秘書広報課内

栃木市長　鈴木俊美　行

○広報とちぎ｢アンケート｣のお願い

3
2
8
8
7
9
0

（山 折 り）

（山 折 り）

広報とちぎ　１１月号２０１４（平成２６）年１０月２０日　発行 10

募
　
集

栃
木
市
防
災
会
議

　
　
　
　
　
公
募
委
員
募
集

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

　
　
　
計
画
策
定
委
員
募
集

◆
応
募
資
格　

満
20
歳
以
上
の

本
市
に
住
所
を
所
有
す
る
方

で
、
学
校
教
育
・
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
子
育
て
支
援

等
の
活
動
に
5
年
以
上
関
わ
っ

た
こ
と
が
あ
る
方
。
た
だ
し
、

市
の
他
の
審
議
会
等
の
委
員
を

2
つ
以
上
兼
務
し
て
い
る
場
合

に
は
応
募
不
可
。

◆
公
募
委
員
数　
　

2
人
（
選
考
の
上
決
定
）

◆
任
期　

委
嘱
日
〜
平
成
29
年

3
月
31
日
（
年
2
〜
3
回
会
議

を
開
催
）

◆
内
容
（
役
割
）　

本
市
の
子
ど

も
の
読
書
教
育
の
あ
り
方
に
関

し
、
助
言
等
を
行
う
。

◆
報
酬　

無
し

◆
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、「
栃
木

市
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活

動
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
ま
と

め
た
8
0
0
字
以
内
の
作
文
と

合
わ
せ
て
、
直
接
・
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
問
合
先
へ
申
込
み

◆
応
募
期
間　

11
月
4
日（
火
）

〜
11
月
20
日
（
木
）

◆
申
込
・
問
合
先　
　
　
　
　

　

 

生
涯
学
習
課
（
〒
3
2
8‐

8
6
8
6
万
町
9‐

25
／
☎
（21）

2
4
9
2
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
（21）
2
6
9
0

／
メ
ー
ル　
　
　
　

　
　
　
　
　

 

）

　

 

生
涯
学
習
課
☎
（21）
2
4
9
2

本

本

本

本

本

◆
対
象　

地
域
の
防
災
に
関
心

が
あ
る
市
内
在
住
の
方

◆
募
集
人
数　

3
人
以
内

※

応
募
多
数
の
場
合
は
書
類
選

考
に
よ
り
選
出

◆
任
期　

委
嘱
日
か
ら
2
年
間

（
平
成
26
年
12
月
か
ら
平
成
28

年
11
月
ま
で
）

※

年
2
回
程
度
の
会
議
開
催

（
平
日
昼
間
）
を
予
定
。

◆
内
容
・
栃
木
市
地
域
防
災
計

画
を
改
定
す
る
こ
と
。　
　
　

・
防
災
に
関
す
る
重
要
な
事
項

の
審
議
を
行
う
こ
と
。

・
栃
木
市
水
防
計
画
そ
の
他
水

防
に
関
す
る
重
要
な
事
項
の
審

議
を
行
う
こ
と
。

◆
委
員
報
酬　

1
回
に
つ
き

4
，0
0
0
円
（
交
通
費
等
の
支

給
な
し
）

◆
申
込
・
問
合
先　

10
月
20
日

（
月
）
か
ら
11
月
19
日
（
水
）
ま

で
に
応
募
用
紙
（　

 

危
機
管
理

課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を

直
接
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　

 

危
機
管
理
課
（
〒
3
2
8‐

8
6
8
6
／
☎
（21）
5
2
5
1
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
（21）
2
6
7
5
）
へ
。　

tosho-soum
u@
city.

tochigi.lg.jp

　市では、経済的に修学困難な方に奨学金を無利子で貸与
します。
◆対象　扶養者が本市に6か月以上居住し、学校教育法
で規定する高等学校、専修学校、短大または、大学に平
成27年4月に進学または在学中の方。
◆貸与額（月額）
○高校、専修学校高等課程　12,000円
○専修学校専門課程、短大、大学
　・自宅通学　　25,000円
　・自宅外通学　30,000円
◆募集人数　若干名
◆募集期間
　11月17日（月）～平成27年1月30日（金）
◆問合先　　　教育総務課  ☎（21）2461

栃木市奨学生の募集栃木市奨学生の募集栃木市奨学生の募集

　

平
成
27
年
4
月
に
私
立
の
高
校
・
短
大
・

大
学
に
入
学
す
る
た
め
、
入
学
金
や
入
学

時
の
施
設
設
備
費
等
の
資
金
が
必
要
な
方

に
、
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

◆
対
象　

平
成
27
年
4
月
入
学
予
定
者
の

保
護
者
で
、次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
。

・
市
内
に
１
年
以
上
在
住

・
市
税
を
完
納
し
て
い
る

・
償
還
が
確
実
で
あ
る
（
融
資
基
準
に
適

合
す
る
方
）

◆
融
資
限
度
額　

入
学
時
に
一
括
し
て
納

入
す
る
入
学
金
、
施
設
設
備
費
等
の
範
囲

で
、

・
高
校
は
20
万
円

・
短
大
・
大
学
は
1
0
0
万
円

◆
返
済　

高
校
3
年
、
短
大
2
年
、
大
学

4
年
以
内
を
返
済
期
間
と
し
、
毎
月
元
利

均
等
償
還
（
借
り
た
日
の
翌
月
か
ら
3
か

月
据
え
置
き
）

◆
金
利
等　

年
利
2.

8
％
予
定

＊
利
子
の
一
部
（
2
％
）
を
市
が
補
助
し

ま
す
。

◆
募
集
人
数　

若
干
名

◆
申
込
受
付
期
間　

11
月
17
日
（
月
）〜

平
成
27
年
3
月
6
日
（
金
）

◆
問
合
先　
　

 

　

 

教
育
総
務
課　

☎
（21）
2
4
6
1

平
成
２７
年
度
入
学
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん

栃木市マスコットキャラクター
とち介

平成
２７年度



広報とちぎ　１１月号 ２０１４（平成２６）年１０月２０日　発行11

相　　　　　談 日　　　時 場所 / 問合せ

○弁護士相談（事前に要予約）

○総合相談
　（行政・人権・家庭児童・青少年）

○市民相談（日常生活の問題など）

○消費生活相談

○年金相談

○外国人相談

○行政相談

○人権相談

○合同相談
　（行政・人権・心配・困りごと）

○いじめ相談電話
　土･日･祝日･時間外は留守番電話･ＦAX

○青少年相談（非行問題・不登校など）

○家庭児童相談
　（0～17 歳の子どもとその家族）
○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）
○就労支援相談（事前に要予約）
　（35歳以下の就労相談）

〇宅地建物相談（土地・建物の売買や
　賃貸借、所有と管理に関する相談）

11月14日（金）28日（金）
10:00 ～12:00

11月14日（金）28日（金）
10:00 ～12:00
11月14日（金）
10:00 ～12:00

本庁舎／　 市民生活課　
☎（21）2122

本

本
大
藤

都
西
岩

本庁舎／　 青少年育成センター
☎（24）0667　FAX （21）2690
本庁舎／　 青少年育成センター
☎（23）6566　FAX （21）2690
本庁舎／　 家庭児童相談室（こども課）
☎（21）2227
本庁舎／　 こども課　
☎（21）2229
栃木勤労青少年ホーム／栃木勤労青少年ホーム
☎（22）3113

本

本

本

本

本

本庁舎／　 市民生活課　
☎（21）2122

本

本

11月20日（木）
10:00 ～12:00

大平隣保館
☎（43）6611　　 0120－46－7830

12月15日（月）
10:00 ～12:00

藤岡公民館／　 生活環境課
☎（62）0903

藤

12月 8日（月）
10:00 ～12:00

遊楽々館／　 生活環境課
☎（55）7763

岩

11月11日（火）
9:30 ～11:30

ふるさとふれあい館／　 生活環境課
☎（43）9211

大

西11月18日（火）
13:00 ～15:00

毎週月曜日（祝日を除く）
13:00 ～21:00

西方保健センター／　 生活環境課
☎（92）0308

11月25日（火）
9:30 ～11:30

老人憩いの家／　 生活環境課
☎（29）1102

都

11月7日（金）
13:30 ～15:30

遊楽々館／　 生活環境課
☎（55）7763

岩

月～金曜日
9:00 ～17:00

本庁市民相談室／　 市民生活課
☎（21）2122　

月～金曜日
9:00 ～16:00

月～金曜日
9:00 ～17:00
月～金曜日
9:00 ～17:00
月～金曜日
9:00 ～16:00
月～金曜日
9:00 ～16:00

入舟庁舎／消費生活センター
☎（23）8899

11月11日（火）
10:00 ～12:00
11月15日（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館
☎（43）6611　　 0120－46－7830

月～金曜日
8:30 ～17:15

大平隣保館　☎（43）6611　 0120－46－7830
厚生センター　☎（24）2444
　 人権・男女共同参画課　☎（21）2161

11月11日（火）
10:00 ～12:00

大平隣保館
☎（43）6611　　 0120－46－7830
藤岡公民館／　 生活環境課
☎（62）0903

藤

12月  10日（水）
10:00 ～12:00

藤岡公民館／人権・男女共同参画課
☎（21）2161

相談は気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

=本庁　　　　　　=都賀総合支所
=大平総合支所　　=西方総合支所
=藤岡総合支所　　=岩舟総合支所 物品購入等業者登録の

お知らせ
物品購入等業者登録の

お知らせ
物品購入等業者登録の

お知らせ
物品購入等業者登録の

お知らせ
　市が発注する物品等の納入、業務委託の受注を希望される
方は名簿への登録が必要です。
　平成27・28 年度において、入札に参加を希望される方は①
物品購入等入札参加資格審査申請に、１回あたり50 万円未満
の小規模な取引を希望される市内業者は②小規模物品等契約
希望者登録に申請してください。（両方に登録することはできま
せん。）①②のどちらに申請すれば良いのか分からない場合は、
　 契約検査課まで問い合わせください。いずれの制度も、申
請することで指名を約束するものではありません。

①物品購入等入札参加資格審査申請（入札に参加を希望する方）
　この制度は、事務機器、車両、建設資材などの物品の納入、
施設の保守点検、運送などの業務委託の入札に参加を希望す
る方の登録制度です。現在の登録は平成27 年3 月31 日で有
効期限切れとなります。引き続き登録を希望される場合は申請
が必要です。
■申請受付期間　11月25日（火）～12月12日（金）
　　　　　　　  （閉庁日を除く）
■提出書類等　　申請書類等一式、税の証明書及び法人登
記の写し、希望する業種を履行するために必要な資格、免許
等を証明する書類の写し等

②小規模物品等契約希望者登録（1 回の取引金額が50万円未満
の小規模な物品の納入等を希望する市内業者限定の登録制度）
　①との違いは、1 回あたりの取引金額が50万円未満に限られ、
入札になるような比較的規模の大きい取引はできません。例え
ば、少額の事務用品、給食の食材の納品などを行う事業者向
けの制度となります。
■申請受付期間　　11 月４日（火）～21日（金）
■提出書類等　　  申請書類等一式（2枚程度）、市税の完納
証明書、希望する業種を履行するために必要な資格、免許等
を証明する書類の写し
※①②共通事項
■申請書類は11月上旬から市ホームページに掲載及び 　契約
検査課で配布
■登録有効期間　　平成27年４月１日から平成29年３月31日
◆申請方法　　契約検査課に郵送（〒328-8686）
又は持参（本庁舎３階36番窓口）
◆問合先　　　契約検査課  ☎（21）2362、2363本

本

本

相談業務のご案内

本

栃
木
市
立
小
中
学
校
学
区

　
　  

　
審
議
会
委
員
の
募
集

　

市
で
は
、
平
成
26
年
4
月
5

日
に
岩
舟
町
と
合
併
し
た
こ
と

　

小
中
学
校
の
通
学
区
を
含
め

た
学
校
の
適
正
配
置
等
に
つ
い

て
基
本
方
針
を
定
め
る
た
め
、

募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該

当
す
る
方

（
１
）
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

通
学
ま
た
は
市
内
で
活
動
す
る

満
20
歳
以
上
の
方

（
２
）
市
の
審
議
会
等
の
委
員

で
な
い
方

（
３
）
市
の
議
員
や
職
員
で
な

い
方

※

栃
木
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
に
基
づ
き
、
審
議
会
の
男

女
の
構
成
員
数
の
均
衡
を
図
る

た
め
、
選
考
に
あ
た
っ
て
は
女

性
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

◆
任
期　

委
嘱
日
か
ら
2
年
間

◆
会
議　

月
1
回
程
度
開
催　

（
1
回
2
時
間
程
度
）

◆
内
容　

通
学
区
を
含
め
た
学

校
の
適
正
配
置
等
に
つ
い
て
の

審
議

◆
報
酬　

1
回
あ
た
り
4
千
円

◆
公
募
委
員
数　

若
干
名
（
選

考
の
上
決
定
）

◆
応
募
期
間　

10
月
20
日（
月
）

〜
11
月
19
日
（
水
）

◆
申
込
・
問
合
先　

10
月
20
日

（
月
）
か
ら
11
月
19
日
（
水
）
ま

で
に
応
募
用
紙
（　

 

教
育
総
務

課
に
あ
り
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を

直
接
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で　

 

教
育
総
務
課
（
〒
3
2
8‐

8

6
8
6
／
☎
（21）
2
4
6
7
／
Ｆ

Ａ
Ｘ
（21）
2
6
8
9
／
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）へ
。

kyoumu02@
city.tochigi.lg.jp

本

本

本

栃
木
市
総
合
計
画（
改
訂
版
）

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
（
意
見
募
集
）

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発

行
為
の
許
可
基
準
に
関
す
る

条
例
の
改
正
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

kikaku01@
city.tochigi.lg.jp

toshikei@
city.tochigi.lg.jp

に
伴
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

で
あ
る「
栃
木
市
総
合
計
画
」を

岩
舟
地
域
も
含
め
た
計
画
と
す

る
た
め「
栃
木
市
総
合
計
画（
改

訂
版
）」
の
策
定
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
素
案
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
こ

の
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意

見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
閲
覧
場
所

　

 

総
合
政
策
課
（
本
庁
舎
3
階
）、

各
総
合
支
所
地
域
ま
ち
づ
く
り

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
対
象
者

○
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

○
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

個
人
、
法
人
等

○
市
内
在
勤
、
在
学
の
方

○
市
税
の
納
税
義
務
者

○
本
市
施
策
に
利
害
関
係
を
有

す
る
方

◆
提
出
方
法　

閲
覧
場
所
に
あ

る
提
出
用
紙
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出

※

11
月
20
日
（
木
）
必
着

○
直
接
提
出

・　 

総
合
政
策
課（
本
庁
舎
3
階
）

・
各
総
合
支
所
地
域
ま
ち
づ
く
り
課

○
郵
送　

〒
3
2
8‐

8
6
8
6

総
合
政
策
課　

政
策
調
整
担
当
宛

○
Ｆ
Ａ
Ｘ　

（21）
2
6
7
1

○
メ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

◆
問
合
先

　

 

総
合
政
策
課
☎
（21）
2
3
0
2

　

市
で
は
、
条
例
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
市
街
化
調
整
区
域
に

お
け
る
開
発
規
制
を
一
部
緩
和

し
て
き
ま
し
た
が
、
大
規
模
な

宅
地
分
譲
等
に
つ
い
て
は
、
少

子
高
齢
社
会
が
進
行
す
る
状
況

に
お
け
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
」
と
逆
行
す
る
こ
と
に

な
る
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
条
例
に
よ
る
開

発
許
可
の
対
象
を
自
己
用
住
宅

や
自
己
業
務
用
建
築
物
に
限
定

し
、
宅
地
分
譲
は
認
め
な
い
こ

と
と
す
る
条
例
の
改
正
案
を
作

成
し
た
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
資
料
の
閲
覧
期
間

10
月
27
日
（
月
）〜
11
月
26
日

（
水
）　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

※

土
、
日
曜
日
を
除
く
。

◆
資
料
の
閲
覧
場
所

　

 

都
市
計
画
課
、
各
総
合
支
所

都
市
建
設
（
産
業
建
設
）
課
、
市

政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
4

階
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
提
出
方
法
　
　
　
　
　
　
　

　
11
月
26
日
（
水
）
必
着
で
閲

覧
場
所
に
あ
る
意
見
書
書
式

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
直
接
提
出

　

 

都
市
計
画
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
都
市
建
設
（
産
業
建
設
）
課

○
郵
送
：
〒
3
2
8‐

8
6
8
6

都
市
計
画
課
計
画
景
観
担
当
宛

○
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
（21）
2
6
8
6

○
メ
ー
ル
：

◆
そ
の
他　

提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日
公

表
し
ま
す
（
住
所
・
氏
名
等
は

非
公
表
）。
ま
た
、
意
見
に
対

す
る
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
問
合
先

　

 

都
市
計
画
課
☎
（21）
2
4
3
1

本 本

本本本　

き
ら
り
☆
と
ち
ぎ
人
は

お
休
み
し
ま
す
。

栃
木
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
ち
介



親子で一緒に
ものづくりを行います　

日立栃木理科クラブの
皆さんのモノづくり教室　

広報とちぎ　１１月号２０１４（平成２６）年１０月２０日　発行

講
　
座

平
成
２６
年
度

   

第
２
回 

消
防
設
備
士
試
験

老
人
ク
ラ
ブ

　
　

一
万
人
会
員
増
強
運
動

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、「
伸
ば
そ

う
！
健
康
寿
命
、
広
げ
よ
う
！

高
齢
者
の
活
動
の
場
を
」
目
標

に
し
て
、
文
化
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
運
動
を
通
じ
た
健
康
づ
く

り
、
同
世
代
の
連
携
・
支
え
合

い
で
生
ま
れ
る
仲
間
づ
く
り
、

そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

社
会
貢
献
を
通
じ
て
の
地
域
づ

く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
各
自

治
会
等
に
お
い
て
、
単
位
ク
ラ

ブ
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先
　

　

 

高
齢
福
祉
課
☎
（21）
2
2
4
1

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（45）
1
7
8
8

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（62）
0
9
0
4

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（29）
1
1
0
3

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（92）
0
3
1
0

　

 

健
康
福
祉
課
☎
（55）
7
7
8
0

※
詳
細
は
栃
木
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
☎
（25）
1
1
1
8
）

12

本大藤都西岩

入
居
者
募
集
情
報

☆
市
営
住
宅
　

○
大
宮
市
営
住
宅　
　
　
　
　

　

3
D
K　

2
戸

（
う
ち
１
戸
は
20
歳
未
満
の
子

を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

申
込
住
戸
）

○
城
内
南
市
営
住
宅　
　
　
　

　

3
D
K　

1
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
　
　

　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
78
・
45
平
方
㍍
）

　

1
戸　

家
賃
6
万
9
千
円
／
月

　

3
Ｄ
Ｋ　
（
70
・
23
平
方
㍍
）

　

1
戸　

家
賃
6
万
5
千
円
／
月

本◆
日
時　

平
成
27
年
2
月
15
日
（
日
）

◆
場
所
　
宇
都
宮
工
業
高
校（
宇

都
宮
市
雀
宮
町
）

◆
対
象
　
受
験
資
格

甲
種
（
資
格
が
必
要
）

乙
種
（
資
格
の
必
要
な
し
）　

　

◆
参
加
費
　
試
験
手
数
料

甲
種
5
，0
0
0
円

乙
種
3
，4
0
0
円

◆
申
込
・
問
合
先

電
子
申
請

 

11
月
28
日（
金
）〜
12
月
9
日（
火
）

書
面
申
請 

12
月
1
日（
月
）〜
12
月
12
日（
金
） 

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
栃
木
県
支
部　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

☎
0
2
8

（624）
1
0
2
2

栃
木
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　

 

☎
（22）
0
1
1
9（
代
）

と
ち
ぎ
映
像
コ
ン
ク
ー
ル

　

  

２
０
１
４　

作
品
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

　
　
　
　

  

学
校
生
徒
募
集

足
に
も
環
境
に
も
優
し
い

布
ぞ
う
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
！

　

映
像
作
り
を
楽
し
む
皆
さ
ん

の
創
作
活
動
を
応
援
す
る
た
め

に
、
今
年
も
コ
ン
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。
あ
な
た
が
作
っ
た

楽
し
い
、
美
し
い
、
心
を
打
つ

　「
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
」
と
は

　

将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い

て
、
高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化

さ
れ
た
装
備
品
を
駆
使
・
運
用

す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に

お
い
て
も
自
信
を
も
っ
て
対
応

で
き
る
要
員
を
養
成
す
る
た
め

に
、
中
学
校
卒
業
予
定
者
等
を

対
象
に
採
用
す
る
制
度
で
、
3

年
終
了
時
に
は
高
等
学
校
卒
業

の
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

　

在
学
間
は
特
別
職
国
家
公
務

員
と
し
て
学
生
手
当
が
支
給
さ

れ
、
卒
業
後
は
陸
上
自
衛
隊
の

ほ
か
、
防
衛
大
学
校
、
一
般
大

親
子
で
作
る
竹
ト
ン
ボ

◆
日
時

11
月
15
日
（
土
）
10
時 

〜 

12
時

◆
場
所
　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
今
泉
町
2
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
在
勤
の
方

（
小
学
校
低
学
年
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先

11
月
13
日
（
木
）
ま
で
勤
労
者

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
（27）
7
1

4
0
）
へ
。

「
迫
力
に
涼
し
さ
覚
え
る
阿
修

羅
像
」

（
第
23
回
山
本
有
三
記
念
「
路

傍
の
石
」
俳
句
大
会
・
県
知
事

賞
受
賞
作
品
）

　

小
さ
な
驚
き
や
感
動
を
楽
し

く
俳
句
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
講
師　

中
井
洋
子 

氏
（
栃
木

市
俳
句
協
会
）

◆
持
ち
物　

筆
記
用
具

◆
日
時

11
月
16
日
（
日
）
11
時 

〜 
※

第
24
回
山
本
有
三
記
念
「
路

傍
の
石
」
俳
句
大
会
表
彰
式
終

了
後

◆
場
所
　
国
府
公
民
館
（
惣
社

2
0
1
4
年
体
験
教
室

　
　

  　

「
草
木
染
め
教
室
」

こ
れ
で
あ
な
た
も
俳
句
名
人

『
こ
ど
も
俳
句
教
室
』参
加
者
募
集

　

シ
ル
ク
ス
カ
ー
フ
・
シ
ル
ク

ス
ト
ー
ル
の
紅
花
染
め
体
験
。

本

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　
　

　

3
D
K　
（
73
・
77
平
方
㍍
）

　

2
戸　

家
賃
6
万
6
千
円
／
月

※

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

2
，7
0
0
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

11
月
5
日（
水
）

〜
11
月
11
日
（
火
）
8
時
30
分
〜

17
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
入
居
日　

12
月
１
日
（
月
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳

細
は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　

 

建
築
課

　
☎
（21）
2
4
5
1
・
2
4
5
2

映
像
を
公
開
し
ま
せ
ん
か
？

◆
募
集
部
門

1
．
ビ
デ
オ
作
品
（
3
分
〜
7

分
以
内
・
テ
ー
マ
自
由
）

2
．
栃
木
県
内　

ま
ち
の
Ｃ
Ｍ

作
品
（
30
秒
・
テ
ー
マ
自
分
の

住
ん
で
い
る
町
の
宣
伝
Ｃ
Ｍ
を

作
っ
て
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
よ
う
！
）

3
．
お
も
し
ろ
投
稿
ビ
デ
オ

（
3
分
以
内
・
テ
ー
マ
自
由
）

◆
応
募
方
法

　

平
成
27
年
1
月
9
日
（
金
）

ま
で
に
、
事
務
局
に
郵
送
ま
た

は
Y
o
u
T
u
b
e
に
投
稿
。

応
募
方
法
や
注
意
事
項
な
ど
の

詳
細
は
、
映
像
コ
ン
ク
ー
ル

2
0
1
4
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://tochigieizou.com

）

を
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
表
彰

　

平
成
27
年
2
月
1
日
（
日
）

13
時
30
分
か
ら
大
平
文
化
会
館

（
大
平
町
蔵
井
）
に
て
。

最
優
秀
賞
・
各
部
門
1
作
品

優
秀
賞
・
各
部
門
1
〜
5
作
品

◆
問
合
先

と
ち
ぎ
映
像
コ
ン
ク
ー
ル
事
務

局
（
大
平
公
民
館
内
）☎
（43）
5
2

3
1

町
）

◆
対
象　

小
・
中
学
生

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先

11
月
12
日
（
水
）
ま
で
に　

 

文

化
課
（
☎
（21）
2
4
9
5
）
へ
。

 

「
住
宅
性
能
表
示
制
度
の
改
正

   

ポ
イ
ン
ト
と
効
果
的
な
住
宅

   

省
エ
ネ
化
の
提
案
」
講
習
会

◆
内
容

〈
第
1
部
〉
13
時
30
分
〜
15
時

「
住
宅
性
能
表
示
制
度
の
概
要

と
改
正
ポ
イ
ン
ト
」

①
制
度
の
概
要
と
見
直
し
内
容

②
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方

向
性
と
今
後
の
住
宅
の
在
り
方

〈
第
2
部
〉
15
時
〜
16
時
15
分

「
工
務
店
の
た
め
の
住
宅
省
エ

ネ
化
提
案
」

①
設
備
機
器
に
よ
る
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
変
化
と
比
較

②
住
宅
の
省
エ
ネ
、
創
エ
ネ
等

機
器

◆
講
師　

住
宅
性
能
評
価

表
示
協
会　

齋
藤
卓
三
氏 

◆
日
時

11
月
20
日
（
木
）
13
時
30
分
〜

16
時
15
分

◆
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
3
階

　

正
庁

◆
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先

11
月
19
日
ま
で
に
電
話
・

F
A
X
・
メ
ー
ル
で
、
栃
木
県

県
土
整
備
部
住
宅
課
ま
で

☎
0
2
8

（623）
2
4
8
4

F
A
X　

0
2
8

（623）
2
4
8
9

メ
ー
ル　kikaku-shien@pref.tochigi.lg.jp

　

履
き
心
地
は
抜
群
で
足
に
優
し

く
、
古
布
を
再
利
用
す
る
こ
と
で

環
境
に
も
優
し
い
布
ぞ
う
り
。

◆
日
時

11
月
11
日
（
火
）
13
時
20
分 

〜 

16
時
30
分

◆
場
所
　
厚
生
セ
ン
タ
ー
（
栃

木
第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
／
旭
町
）

◆
対
象　

市
内
在
住
の
方

◆
定
員　

20
人

◆
参
加
費　

無
料
（
布
と
は
さ

み
持
参
）

◆
申
込
・
問
合
先

10
月
28
日（
火
）〜
11
月
7
日（
金
）

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
（
厚

生
セ
ン
タ
ー
）  

☎
（24）
2
4
4
4

本  

栃
木
市
民
特
別
講
座

「
ま
ち
ぐ
る
み
で
認
知
症

     　
　

高
齢
者
を
支
え
る
」

第
1
部　

基
調
講
演
「
認
知
症

高
齢
者
が
自
分
ら
し
く
生
き
る

た
め
に
」
〜
認
知
症
の
理
解
と

対
応
〜

講
師　

群
馬
大
学
教
授　

山
口

晴
保
氏

第
2
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
事

例
報
告
）

◆
日
時

11
月
15
日
（
土
）
13
時
〜 

16
時

45
分

◆
場
所
　
大
平
文
化
会
館
（
大

平
町
蔵
井
）

◆
対
象　

市
内
在
住
の
方

◆
定
員　

8
0
0
人

◆
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

◆
問
合
先

　

 

高
齢
福
祉
課
☎
（21）
2
2
4
4
、

栃
木
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

   　
☎
（22）
4
4
5
7

栃
木
市
特
養
・
養
護
連
絡
協
議

会
事
務
局　
　

   

☎
（29）
3
2
3
2

　

日
本
工
業
大
学
の
先
生
と
大
学

生
の
支
援
を
受
け
て
の
も
の
づ
く

り
や
、
蒸
気
機
関
車
乗
車
体
験
や

落
雷
実
験
見
学
等
、
大
学
の
研
究

施
設
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
。

◆
日
時

11
月
15
日
（
土
）
7
時
30
分
〜 

18
時

本

『
親
子
で
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

  　
　

ｉ
ｎ
日
本
工
業
大
学
』

本 本

　

日
立
栃
木
理
科
ク
ラ
ブ
に
よ

る
科
学
系
の
モ
ノ
づ
く
り
教

室
、
宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授
の

田
原
先
生
の
お
も
し
ろ
科
学
体

験
講
座
や
天
体
講
座
、
さ
ら
に

天
体
望
遠
鏡
に
よ
る
星
空
観
察

な
ど
。

◆
日
時

11
月
29
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

1
泊
2
日

◆
場
所
　
太
平
少
年
自
然
の
家

◆
対
象　

市
内
小
学
校
4
〜
6

年
生

◆
定
員　

24
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

◆
参
加
費　

決
定
後
連
絡

◆
申
込
・
問
合
先

10
月
14
日
〜
10
月
24
日
に　

 

生
涯
学
習
課（
☎
（21）
2
4
8
9
）

へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
込
み
。

ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ　

　
　
　

  

第
２
期
後
半
講
座

『
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

    

ｉ
ｎ
太
平
少
年
自
然
の
家
』

◆
日
時　

11
月
20
日
（
木
）
〜

1
月
22
日
（
木
）
全
9
回

19
時
〜
21
時

◆
場
所　

栃
木
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
日
ノ
出
町
）

◆
場
所
　
日
本
工
業
大
学
（
埼

玉
県
宮
代
町
）※

バ
ス
使
用

◆
対
象　

市
内
小
学
校
4
〜
6

年
生
の
親
子

◆
定
員　

親
子
20
組
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
参
加
費　

決
定
後
連
絡

◆
申
込
・
問
合
先

10
月
14
日
〜
10
月
24
日
に　

 

生
涯
学
習
課（
☎
（21）
2
4
8
9
）

へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
込
み
。

学
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど
様
々
な

進
路
に
進
め
ま
す
。

◆
応
募
資
格

中
学
卒
業
者
（
見
込
み
含
）
17

歳
未
満
の
方
（
平
成
26
年
4
月

1
日
現
在
）

◆
受
付
期
間

11
月
1
日
（
土
）
〜
平
成
27
年

1
月
9
日
（
金
）

◆
試
験
期
日
等
（
１
次
試
験
）

 

平
成
27
年
1
月
24
日
（
土
）

※

受
験
会
場
は
別
途
連
絡

◆
申
込
・
問
合
先

　

 

危
機
管
理
課
☎
（21）
2
5
5
1

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　

☎
0
2
8
5

（25）
4
7
6
3

　

染
色
の
待
ち
時
間
に
資
料
館

の
見
学
が
で
き
ま
す
。
昼
食
を

持
参
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
11
月
12
日
（
水
）

10
時 

〜 

14
時
30
分

◆
場
所
　
お
お
ひ
ら
歴
史
民
俗

資
料
館
（
大
平
町
西
山
田
）

◆
対
象　

中
学
生
以
上

◆
定
員　

8
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

3
，6
0
0
円

◆
申
込
・
問
合
先

電
話
で
お
お
ひ
ら
歴
史
民
俗
資

料
館 

（
☎
（43）
8
6
8
6
）
へ
。

◆
内
容　

ピ
ラ
テ
ィ
ス

◆
対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
の

お
お
む
ね
35
歳
以
下
の
か
た

◆
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先

11
月
6
日
（
木
）
か
ら
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
（22）
3
1
1

3
）
へ
。
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本
　

N
I
S
A
と
は
、
今
年
か
ら

始
ま
っ
た
制
度
で
、
期
間
限
定

で
小
額
（
1
0
0
万
円
以
下
）

の
投
資
に
対
す
る
利
益
が
非
課

税
に
な
る
制
度
で
す
。

　

本
講
座
で
は
、
受
講
さ
れ
た

方
に
N
I
S
A
の
仕
組
み
や
投

資
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

学
習
し
て
い
た
だ
き
、
個
人
の

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
を
整
理
し
な
が

ら
、
詐
欺
等
に
騙
さ
れ
な
い
目

を
養
い
ま
す
。

※

特
定
の
金
融
商
品
の
勧
誘
・

販
売
や
特
定
の
金
融
機
関
の
紹

介
等
の
営
業
行
為
は
一
切
行
い

ま
せ
ん
。

◆
日
時
　
11
月
26
日
（
水
）　

18
時
〜
19
時
30
分

◆
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
3
階

正
庁

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

◆
講
師　

日
本
保
険
業
協
会

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先

11
月
4
日
（
火
）
よ
り
受
付
開
始

　

 

生
涯
学
習
課
☎

（21）
2
4
8
6

栃
木
市
家
族
介
護
者
の
つ
ど
い

　

ベ
ッ
ド
・
車
椅
子
な
ど
誰
で

も
思
い
浮
か
ぶ
も
の
か
ら
、
移

乗
用
リ
フ
ト
な
ど
の
あ
ま
り
馴

染
み
が
な
い
も
の
ま
で
、
幅
広

い
福
祉
用
具
の
紹
介
と
活
用
方

法
を
学
び
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
家
族
介

護
者
の
つ
ど
い
を
2
か
月
に
1

回
（
偶
数
月
）
定
期
的
に
行
い

ま
す
。

◆
日
時　

12
月
2
日
（
火
）

10
時
〜
11
時
30
分

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
）　

大
会
議
室

◆
対
象　

市
内
在
住
の
介
護
を

し
て
い
る
方

◆
定
員　

20
人

◆
受
講
料　

1
0
0
円
（
飲
み

物
代
）

◆
申
込
・
問
合
先

11
月
28
日
ま
で

　

 

高
齢
福
祉
課　

栃
木
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（21）

2
2
4
5
・
2
2
4
6

吹
上
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
家
族
介
護
者
の
つ
ど
い

学
習
講
座「
小
額
投
資
非
課
税

制
度（
N
I
S
A
）の
活
用
」

　

介
護
技
術
を
学
ん
だ
後
は
、

昼
食
を
食
べ
な
が
ら
介
護
ス
ト

レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

介
護
が
必
要
な
家
族
は
別
室

に
て
過
ご
せ
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
11
日
（
水
）

10
時
〜
13
時（
9
時
30
分
受
付
）

◆
場
所　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
福
寿

園
（
千
塚
町
）

◆
対
象　

市
内
在
住
の
介
護
を

し
て
い
る
方
、
介
護
に
関
心
の

あ
る
方

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
受
講
料　

5
0
0
円
（
昼
食

代
）

◆
申
込
・
問
合
先

12
月
2
日
ま
で
に
吹
上
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

（31）
1
0
0

2
）
へ
。

本

藤

出
前
講
座

「
自
分
の
体
力
知
っ
て
い
ま
す
か
」

　

受
講
者
の
年
齢
に
合
わ
せ
た

室
内
で
出
来
る
簡
単
体
力
測
定

で
す
。
日
頃
体
を
鍛
え
て
い
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
運
動
を
し
て

な
い
方
も
、
ご
自
身
の
体
力
を

知
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
4
日
（
木
）

10
時
〜
12
時

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

第
15
回
よ
さ
こ
い

　
　
　
　
藤
岡
パ
レ
ー
ド

　

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
が
踊
り
な

が
ら
藤
岡
中
央
通
り
を
パ
レ
ー

ド
。
藤
岡
小
学
校
で
は
チ
ー
ム

別
に
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。
パ

レ
ー
ド
の
時
間
帯
前
後
、
会
場

は
全
面
通
行
止
め
で
す
。

◆
日
時　

11
月
9
日
（
日
）

パ
レ
ー
ド　

10
時
30
分
〜
12
時

踊
り　

12
時
〜
14
時
30
分

◆
場
所　

パ
レ
ー
ド
：
足
利
銀

行
藤
岡
支
店
〜
藤
岡
小
学
校

（
藤
岡
中
央
通
り
）

踊
り
：
藤
岡
小
学
校

◆
申
込
・
問
合
先

よ
さ
こ
い
藤
岡
運
営
委
員
会

（　

 

産
業
振
興
課
内
）

　
　
　
　
　
　

 

☎
（62）

0
9
0
6

お
お
ひ
ら
産
業
祭

◆
開
催
日
時　

11
月
22
日（
土
）

9
時
30
分
〜
15
時

◆
会
場　

大
平
運
動
公
園　

さ

く
ら
球
場
ほ
か

◆
主
な
催
し

・ 

Ｊ
Ａ
関
係
団
体
の
出
店

・
商
工
会
関
係
団
体
の
出
店

・
農
産
物
直
売

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
町
特
産
品
い
っ
ぱ
い
の
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム

・
お
お
ひ
ら
巨
峰
ワ
イ
ン
試
飲
・

販
売　

ほ
か

・
園
児
た
ち
の
遊
戯
な
ど

・
商
工
会
わ
く
わ
く
セ
ー
ル

　

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で

す
！
お
楽
し
み
に
！　

◆
共
催

Ｊ
Ａ
し
も
つ
け
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

・
農
産
物
品
評
会
、
農
産
物
直

売
会　

ほ
か

◆
申
込
・
問
合
先

お
お
ひ
ら
産
業
祭
実
行
委
員
会

（
事
務
局　
　

産
業
振
興
課
）　

☎
（43）

9
2
1
2

※
出
店
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
等
に

つ
い
て
は
、
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

認知症サポーター
養成講座

認知症サポーター
養成講座

認知症サポーター
養成講座

　認知症サポーターは何か特別なことをする人たちで
はありません。認知症を正しく理解し、身近に認知症
の方がいたときにあたたかく見守る、そっと手助けを
する応援者です。市ではこのようなサポーターがたくさ
んできる地域づくりをめざしています。

◆日時　12月13日（土）10時～11時30分
◆場所　大平健康福祉センター
 （ゆうゆうプラザ）（大平西野田）
◆講師　認知症の人と家族の会
　　　　栃木県支部世話人　金澤林子氏
◆対象　どなたでも
◆定員　100人
◆受講料　無料
◆申込み　各地域包括支援センター

催
　
し

　

農
商
工
が
連
携
し
た
産
業
祭
。

当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

特
産
品
・
観
光
・
資
源
等
を
紹

介
し
、農
産
物
等
を
販
売
し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
22
日
（
土
）

9
時
〜
15
時

◆
場
所　

藤
岡
総
合
体
育
館
駐

車
場
（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
申
込
・
問
合
先

ふ
じ
お
か
産
業
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（　

 

産
業
振
興
課
内
）

　
　
　
　
　
　

 

☎
（62）

0
9
0
6

ふ
じ
お
か
産
業
祭
２
０
１
４

大

藤

栃
木
市
＆
古
河
市
勤
労
青
少
年

　
　  

ホ
ー
ム
利
用
者
発
表
会

◆
日
時　

11
月
29
日
（
土
）

17
時
〜
21
時

◆
場
所　

栃
木
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
日
の
出
町
）

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料　

希
望
者
に

は
5
0
0
円
で
軽
食
＆
飲
み
物
の

用
意
が
あ
り
ま
す
（
要
申
込
み
）

◆
申
込
・
問
合
先

10
月
27
日
（
月
）〜
11
月
21
日

（
金
）ま
で
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
☎

（22）
3
1
1
3
）
へ
。　

栃木市教育祭栃木市教育祭栃木市教育祭
◆日程　作品展　11月8日（土）、9日（日）、10日（月）　
　　　　　　　　9時～16時
　　　　式　典　11月10日（月）　13時～15時30分
◆場所　栃木文化会館（入場無料）
◆内容　作品展　市内小中学校・高校・特別支援学校児
　　　　　　　　 童生徒作品（絵画・書等）
　　　　　　　　 広島平和記念式典中学生派遣の記録（写
　　　　　　　　 真・感想等）など
　　　　 式　典  栃木女子高校・とちぎ高校生蔵部・　
　　　　　　　　 PTA連合会による記念アトラクション・
　　　　　　　　エキスパート教職員発表など
◆問合先　教育会事務局（栃木農業高校）☎（22）0326

12月6日（土）10時～13時～
アフリカの楽器「ジェンベ」演奏会＆体験演奏
12月7日（日）10時～13時～　音楽にのって描くライブペイント

来て！見
て！栃木

の

教育のす
ばらしさ

を

   味わ
ってくだ

さい。

アート
セミナー

第4回

みて!きいて!ふれて!からだで感じる楽しいアート

ン
タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
在
勤

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先

12
月
1
日
（
月
）
ま
で
に
勤
労

者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

（27）

7
1
4
0
）
へ
。

  ☎（21）2245  　　☎（43）1150
  ☎（62）0911  　　☎（28）0772
  ☎（92）0032  　　☎（55）7782西 岩
藤

本

都

大

  
I
C
T
シ
ニ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

  
形
成
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

  
シ
ニ
ア
向
け
I
C
T（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）

  

活
用
講
座

　

日
常
生
活
の
中
で
、
高
齢
者

が
安
心
・
安
全
に
I
C
T
（
タ

ブ
レ
ッ
ト
操
作
等
）
を
学
び
、

さ
ら
に
は
I
C
T
の
積
極
的
な

活
用
に
よ
り
、
就
労
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
た
活
動
促
進
等
、
そ

の
機
会
を
創
る
た
め
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

1
限
目　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
知
識

と
基
本
動
作

2
限
目　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
、
メ
ー
ル
、
テ
レ
ビ
と
電

話
、
W
E
B
の
活
用

3
限
目　

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
、
動
画
と
写
真
、
電
子
書

籍
の
利
用

4
限
目　

ル
ー
ト
検
索
、
避
難

場
所
検
索
等
、
そ
の
他
応
用

◆
日
時

○
第
5
コ
ー
ス

11
月
12
日（
水
）・
11
月
13
日（
木
）

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

○
第
6
コ
ー
ス

11
月
21
日（
金
）・
11
月
22
日（
土
）

9
時
30
分
〜
16
時
30
分

※

各
コ
ー
ス
共
、
内
容
は
同
じ

で
す
。

◆
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎　
　

5
0
1
会
議
室
（
万
町
）

◆
対
象　

原
則
65
歳
以
上
の
方

◆
定
員　

各
コ
ー
ス　

15
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先
　
11
月
7
日

ま
で
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人

栃
木
県
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー（
☎

（20）

3
3
2
2
）
へ
。（
受
付
時
間
平

日
13
時
〜
16
時
）

　

 

高
齢
福
祉
課

☎
（21）

2
2
4
2

本

◆場所　こどもサポートセンター（城内町二丁目）　
◆対象　どなたでも
◆定員　各回50人程度（当日先着順）
◆参加費　無料

ジェンベ体験演奏＆ライブペイント
◆対象　5歳～18歳の方（要事前申し込み）
◆定員　各回15人　　　◆参加費　無料

◆申込・問合先　
　こどもサポートセンター　☎（20）7705

体験
参加者
募集

2308A026u
テキストボックス
1550
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広報とちぎ　１１月号２０１４（平成２６）年１０月２０日　発行 14

局へ※申込用紙は　スポーツ振興課、各教育支所スポー
ツ振興チーム、市役所、教育委員会にあり。　スポーツ
振興課☎（23）2523）
少年スキー教室参加者募集
　平成27年1月17日（土）～18日（日）　 会津高原たか
つえスキー場〔福島県〕　 市内の小学生（4年生以上）と
中学生 　 100名（先着順）　１人20,000円 スキーレンタ
ルあり23,000円 スキーウェアレンタルあり25,000円※バス
代、宿泊料（朝・夕食付）、2日目の昼食、指導料、リフト代（ナ
イターを含む）、保険料を含む。※参加費は、説明会時に
納入　 説明会　1月8日（木）18時30分　栃木文化会館
小ホール　 所定の申込用紙により11月4日（火）～12月10
日（水）まで　スポーツ振興課☎（25）0930※申込用紙は
スポーツ振興課、各教育支所、各小中学校にあり
苗場スキー教室
　 12月28日（日）～30日（火）　（２泊３日）　 苗場スキー
場（新潟県）　 おおむね小学３年生以上　 40人（先着順）
　 １人25,000円（※バス代、宿泊料（朝・夕食付）、指導料、
保険料を含む。ただし、リフト代は別途※参加費は、説
明会時に納入　 所定の申込用紙により、10月20日（月）
～12月8日（月）までに・石川スポーツ（☎（24）3161）・
石田スポーツ（☎（22）1416）・ツカダ栃木店（☎（25）
2801）・出口保険事務所（☎（22）0858）・スポーツ振興
課（☎（25）0930）・各教育支所スポーツ振興チームへ※
申込用紙は各申込み先にあり。
今後のスキー教室の予定
● 都賀・親子スキー・スノーボード教室
　 平成27年1月6日（火）
　 ハンターマウンテン塩原〔栃木県那須塩原市〕
● 栃木市民スキー祭
　 平成27年2月7日（土）
　 エーデルワイススキーリゾート〔栃木県日光市〕
● おおひらスキー祭
　 平成27年2月28日（土）
　 だいくらスキー場〔福島県南会津町〕

選手選考の参考にします。
　 11月28日（金）まで・電話により、　スポーツ振興
課へ（総合体育館内☎（25）0930）
渡良瀬バルーン教室（熱気球）
　 12月13日（土）　5時45分集合（渡良瀬の里駐車場）
6時20分搭乗予定（スカイフィールドわたらせ）　 スカイ
フィールドわたらせ　 市内の小学生と保護者（2人1組）
10組※平成19年～24年の「わたらせスカイスポーツ体験
フェスタ」で搭乗した方は対象外　 無料　 熱気球のし
くみ等を学び、フリーフライト（約30分～1時間）を体験。
栃木市のハート形熱気球、ハートランド号も登場。※応募
者多数の場合は抽選。搭乗
する熱気球は選べません。
（ハートランド号は係留のみ）
　 11月20日（木）～12月5日
（金）に直接、ＦＡＸ、メール
で申込書を提出。申込書は
藤岡スポーツふれあいセンターか、市ホームページからダ
ウンロード可。藤岡スポーツふれあいセンター☎（62）
1301（問合せのみ）FAX（62）1301　メール f-sports@
city.tochigi.lg.jp
元旦マラソン大会
　 平成27年１月１日（木）小雨決行 8時受付、9時スター
ト　 総合運動公園陸上競技場周辺　 小・中・一般　 
１人1,500円（親子ペアは1組2,500円）　 〇Ａクラス
（1.0km）親子ペア（男女混合）/子どもは小学２年生以
下〇Ｂクラス（1.0km）小学1、2年生男子、女子〇Ｃクラ
ス（2.0km）小学3、4年生男子〇Ｄクラス（3.0km）小学
5、6年生男子〇Ｅクラス（2.0km）小学3、4年生女子〇
Ｆクラス（2.0km）小 学 5、6 年 生 女 子〇Ｇクラス
（5.0km）一般女子（中学・高校生含む）〇Ｈクラス
（5.0km）中学生男子〇Ｉクラス（5.0km）一般男子（45歳
以下）〇Ｊクラス（5.0km）一般男子（46歳以上）〇Ｋクラ
ス（10.0km）男子（高校生含む）　 11月28日（金）まで
に所定の申込用紙（郵便振替用紙）に現金を添えて郵便

初心者対象　ランニングクリニック
　 10月25日（月）13時30 分～15時（雨天中止）　 総合
運動公園（川原田町）　高校生以上　 15人　 PASS登
録者300円、一般の方1,000円（当日体育館内券売機で
購入）　 ランニングの基礎、正しいフォームなどをレク
チャー。初心者に限らず、原点に帰って基礎を復習した
い方、伸び悩んでいる方も。　 10月20日（月）9時から
総合運動公園管理事務所にて受付。総合運動公園 ㈱メ
ディカルフィットネスとちの木　☎（23）2523
乗馬教室
　 11月29日（土）30日（日）12月6日（土）各教室10時
～12時　 11月29日（土）、30日（日）ミカモライディング
クラブ  12月6日（土）藤岡渡良瀬運動公園芝生広場
　中学生以上の未経験者（市内市外問わず）　 15人　 
7,500円（保険料含む）　 ミカモライディングクラブで2回
乗馬の基礎を学び、3回目は藤岡渡良瀬運動公園内の自
然豊かな環境の中で乗馬を体
験。日本馬術連盟公認インス
トラクターがグループレッスン
方式で指導。※手袋（軍手）、
長ズボン、スニーカーで。　 
11月7日まで藤岡スポーツふれ
あいセンター☎（62）1301
第五回栃木市長距離走大会
　 12月6日（土）　午前9時集合　 大平総合運動公園
多目的広場　 中学生以上の市内在住者及び市内在勤者
　１人300円※大会当日、会場で納入　 種目 〇中学男
子3,000ｍ〇女子（中学、高校、一般）3,000ｍ〇高校男子、
一般男子（大学生含む）5,000ｍ※１月に開催される栃木
県郡市町対抗駅伝、県南五市対抗親善駅伝大会の代表

時
対
費

場
内
定

申
詳細は各団体等に問い合わせください。

＝日時
＝対象
＝費用
＝申込・問合先

＝場所
＝内容
＝定員

◆
日
時　

12
月
14
日
（
日
）

12
時
〜
16
時

◆
場
所　

勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
今
泉
町
1
丁
目
）

◆
対
象　

25
歳
〜
お
お
む
ね
38

歳
の
独
身
勤
労
者
男
女

◆
定
員　

男
女
各
20
人

◆
参
加
費　

男
性
5
，0
0
0
円
・
女
性
2
，

0
0
0
円
（
＊
女
性
は
2
名
以

上
の
申
込
み
で
5
0
0
円
引

き
）

◆
申
込
・
問
合
先

12
月
8
日
（
月
）
ま
で

栃
木
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー　
　
　
　

☎
（27）
7
1
4
0

　

約
1
，1
0
0
人
の
団
員
が
集
結

し
て
市
長
の
点
検
を
受
け
、そ
の
後
、

蔵
の
街
大
通
り
に
て
、
栃
木
第
三
小

学
校
鼓
笛
隊
が
先
導
し
て
、
女
性
消

防
団
員
10
名
、
徒
歩
部
隊
約
7
0
0

人
、
車
両
部
隊
約
70
台
が
行
進
し
ま

す
。
当
日
は
11
時
30
分
〜
12
時
30
分

ま
で
、
足
利
銀
行
栃
木
支
店
前
〜
万

町
交
番
前
の
区
間
が
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
9
日
（
日
）

8
時
〜
12
時
30
分

◆
場
所　

総
合
運
動
公
園
多
目
的
グ

ラ
ン
ド
・
蔵
の
街
大
通
り
・
山
車
会

館
前
）

◆
申
込
・
問
合
先

栃
木
市
消
防
本
部

消
防
総
務
課

☎
（23）
3
5
2
7

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

〜
運
命
の
扉
を
あ
け
て
♪
〜

サ
ン
タ
が
届
け
る
☆
真
実
の
愛

寺
尾
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

の
ん
び
り
と
寺
尾
路
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
寺
尾
の
お
米

や
蕎
麦
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会

も
あ
り
ま
す
。
同
日
星
野
地
区

で
開
催
さ
れ
る
収
穫
祭
に
使
用

で
き
る
3
0
0
円
分
の
引
換
券

付
。

◆
日
時　

11
月
23
日（
日
・
祝
）

8
時
30
分
〜
14
時

◆
場
所　

寺
尾
公
民
館
と
星
野

収
穫
祭
会
場
往
復（
約
11
キ
ロ
）

◆
対
象　

小
学
生
以
上

◆
定
員　

1
5
0
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

5
0
0
円

◆
申
込
・
問
合
先

10
月
20
日
〜
10
月
31
日
（
電
話

に
て
氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
・

参
加
人
数
を
連
絡
。）

寺
尾
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務

局
（
寺
尾
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
（31）
0
0
0
2

太
平
山
観
光
会
主
催

　
　
太
平
山
も
み
じ
ま
つ
り

　

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
徐
々

に
色
づ
く
太
平
山
の
紅
葉
は
、

訪
れ
る
人
に
感
動
を
与
え
ま

す
。

　

特
に
、
山
頂
に
近
い
謙
信
平

付
近
の
紅
葉
は
格
別
で
す
。
秋

の
澄
ん
だ
空
の
下
に
広
が
る
関

東
平
野
の
絶
景
と
と
も
に
お
楽

し
み
下
さ
い
。

○
玉
子
焼
無
料
体
験

◆
日
時　

11
月
14
日
（
金
）

10
時
〜　

◆
場
所　

謙
信
平
展
望
台
下

◆
定
員　

1
5
0
人（
先
着
順
）

※

そ
の
他
に
、
大
道
芸
人
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ア
ン
デ
ス
音

楽
・
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
も
あ

り
。

◆
問
合
先

　

 

商
工
観
光
課
☎
（21）
2
3
7
4

栃
木
市
観
光
協
会
☎
（25）
2
3
5
6

　子ども参加型の「田んぼ相撲」をはじめ、大人も参加
できる「俵飛ばし」、「トラクター試乗」などイベント盛りだ
くさん！パフォーマンスステージや豪華景品の当たる大抽
選会もあり、家族揃って楽しめます。また、熱気球『ハ
ートランド号』の体験搭乗も（天候により中止の場合有り）。
◆日時　11月30日（日）9時～16時（雨天決行）
◆場所　道の駅にしかた及び東側の田んぼ
◆問合先　　 
　にしかたふるさと祭り実行委員会事務局　☎（92）0313

田んぼ相撲

ど田舎にしかた祭りど田舎にしかた祭り

栃
木
市
消
防
団
通
常
点
検
及
び
分
列
行
進

本

※

9
月
号
4
頁
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の

記
事
の
中
で
、
今
号
に
て
ふ
れ
あ
い

バ
ス
の
路
線
や
時
刻
に
つ
い
て
掲
載

す
る
旨
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
が
、

都
合
に
よ
り
今
号
の
折
込
み
チ
ラ
シ

で
の
お
知
ら
せ
に
変
更
し
ま
し
た
。

渡
良
瀬
遊
水
地
い
っ
し
ょ
に

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
栃
木
市
・
小
山
市
編

　

秋
の
渡
良
瀬
遊
水
地
で
、
渡

良
瀬
遊
水
地
関
係
市
町
と
い
っ

し
ょ
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。
渡
良
瀬
遊
水
地
の
風

景
と
他
市
町
か
ら
の
参
加
者
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
保
険
証
（
コ
ピ
ー
可
）、

飲
み
物
、
雨
具
を
持
参
。
小
雨

決
行
。

◆
日
時　

11
月
30
日
（
日
）

9
時
30
分
集
合
、
12
時
到
着
予
定

◆
場
所　

集
合
場
所　
「
渡
良

瀬
遊
水
地
の
桜
づ
つ
み
」
生
井

桜
づ
つ
み
駐
車
場

コ
ー
ス　

渡
良
瀬
遊
水
地 

第

2
調
節
池
周
辺　

約
8
㎞

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
定
員　

各
市
そ
れ
ぞ
れ
15
人

（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
・
問
合
先

11
月
3
日
（
月
）
か
ら

総
合
政
策
課
遊
水
地
ワ
イ
ズ

ユ
ー
ス
担
当（
☎
（62）
0
9
1
9
）

へ
電
話
に
て
申
込
み
。

　

人
形
劇
、
親
子
で
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
、
交
流
会
な
ど
、
楽
し

い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

◆
日
時　

11
月
30
日
（
日
）

10
時
〜
12
時

◆
場
所　

藤
岡
公
民
館
2
階
大

広
間
（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
対
象　

幼
児
と
保
護
者

◆
参
加
費　

無
料

　

 

生
涯
学
習
担
当
☎
（62）
4
3
2
1

藤
岡
町
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
の
会　

ど
ー
な
つ
ク

ラ
ブ
代
表　

森
田
文
子　

☎
（62）

4
3
6
7

藤 ひ
と
あ
し
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
会



藤岡ライオンズクラブ主催

　 愛の献血

★入学願書受付中★

 小山市城東1-3-3【入学案内室】☎0285-20-3550【URL】http://www.oyamashika.ac.jp

  栃木市今泉町2-6-22【入学案内室】☎0282-28-0020【URL】http://www.maronie.jp

※資料請求（無料）及び詳細につきましては入学案内室までお気軽にお問い合わせください。　

◆介護福祉士   ◆社会福祉士
◆精神保健福祉士 ◆看 護 師
◆理学療法士   ◆作業療法士
◆歯科衛生士 ☆各国家資格取得に対応！実施会場：各学校の校舎内にて開催

11/11/1土 11/11/29土
開催時間：【AM10:00～12:00】

開催
日程

★入学願書受

11 2299開催

民会館（日ノ出町）■対どなたでも■定 15人■費
1,500円■申前日まで■内糸も針も使わずに簡
単におサイフが作れます。■問生涯学習人
材バンク講師（須藤）☎23-7190

シルバー人材センター入会説明会

■時 11月12日（水）13時30分～■場栃木保健
福祉センター（今泉町2丁目）■対市内在住で
働く意欲のある60歳以上の方■問▽栃木事
務局☎23-4165▽藤岡事業所☎62-1534▽
都賀事業所☎27-8812▽大平事業所☎
43-0155▽西方事業所☎92-8390▽岩舟
事業所☎55-8358

郷土の画家・刑部人についての講演会

■時 11月16日（日）13時30分～ 15時■場都
賀図書館　視聴覚室■対どなたでも■定 50
人■費無料■■内栃木県立美術館の特別研究
員・杉村浩哉 氏を迎え、都賀出身の画家・
刑部人（明治39-昭和53年）の画風の変
化についての講演。■問刑部人勉強会（刑
部）☎27-6329

シルバー人材センター刃物研ぎ

■時 11月20日（木）9時～ 12時（申込は11
時30分まで）■場栃木保健福祉センター西
側シルバーセンター作業所前（今泉町2丁
目）■費包丁類300円～・修理100円～■問シ
ルバー人材センター栃木事務局☎23-4165

小山高専公開講座
ブラシ振動推進カー｢チビもそ君｣の製作

■時 11月15日（土）16日（日）10時～ 16時
■場小山高専サテライト・キャンパス（倭町）
■対小学生、園児（保護者同伴）■定各日先
着40人■費無料■内ブラシの振動で走行す
る不思議な車を製作。栃木市秋まつり開
催に合わせて実施しロボット実演も。■問小
山工業高等専門学校☎0285-20-2197

栃木特別支援学校「しらさぎ祭」

■時 11月15日（土）9時30分～ 14時30分
■場栃木特別支援学校（皆川城内町）■■内
児童生徒による発表・作業製品の販売・
模擬店※当日のボランティア募集中■問栃木
特別支援学校（小出）☎24-7575

家事家計講習会参加者募集

■時１１月１８日（火）１０時～１２時■場大平公
民館（大平町蔵井）■■定４０人■費５００円（資
料代）■内家計簿のつけ方、ポイントを丁寧
にお伝えします。託児あり１歳以上・費用
３００円（おやつ・保険代）■問小山友の会
栃木支部・神田☎090-3066-6846

栃木市文化祭参加
ミュージカル　ふしぎの国のアリス

■時 11月22日（土）17時開場17時30分開
演■場栃木文化会館大ホール（旭町）■費チ
ケット：大人2,000円　子ども（４歳～中学
生）1,500円■申プレイガイド：プラッツおおひ
ら、栃木文化会館、大平文化会館■問アー

トステージどんぐりら（大阿久）☎22-1437

とちぎ夢ファーレ助成事業
渡良瀬遊水地の自然と歴史を愉しむ
ウォーキングツアー

■時 11月22日（土）9時～13時■場藤岡総合
体育館駐車場（藤岡産業祭開催会場駐車
場）集合■定 50人■費 500円（大人、子ども共）
■申ＦＡＸ（61-1126）または藤岡まちづくり委
員会ホームページのメールフォームにて申
込み■内渡良瀬遊水地を語り部の案内付き
で散策。■問藤岡まちづくり委員会（早乙女）
☎090-2209-1057（酒井）☎090-3497-7764

県南市場まつり（感謝市）

■時 11月23日（日）7時～ 13時■場栃木県
南公設地方卸売市場（小山市・国道50
号線沿い）■内市場内の設備や取扱品な
ど、流通のしくみや市場の内容を直接見
ることができます。『環境展』も併せて開催。
●生鮮品など品の展示販売や模擬せり●
各種売店●ゆるキャラ集合（とち介も登場）
など■問栃木県南公設地方卸売市場協力
会☎0285-38-3330

栃木市老人クラブ連合会
健康長寿を目指そうウオーキング

■時 11月23日（日）9時～14時（雨天決行）
■場寺尾公民館集合■対どなたでも■定 150人
■費 500円（当日）■申 11月1日（土）まで■内
“ 寺尾ウオーキング大会 ”（寺尾まちづくり
協議会主催）への参加◇寺尾公民館～
星野生産物直売所～寺尾公民館（歩程１
１キロ）※300円の金券付、参加賞、抽選
有り※星野生産直売所（折返し地点）が
収穫祭会場（食事・買物ができます）■問
石井☎090-4531-1818

とちぎの民話フェスタin蔵の街栃木

■時 11月29日（土）13時30分～ 15時30
分■場國學院大學栃木学園教育センター
（境町）■対どなたでも■定 300人■費無料■内栃
木県民話の会連絡協議会の語り部による
民話語り■問民話フェスタin蔵の街栃木実
行委員会（間中）☎080-5424-2994

12/1は世界エイズデーです！
◆県南健康福祉センターでは、ＨＩＶの夜間
検査を行います。無料・匿名で検査が受
けられます。■時 11月21日（金）16時～ 20
時■場栃木県県南健康福祉センター（小山
市犬塚）■費無料■■申要予約■内ＨＩＶ抗体検
査（希望により、梅毒検査も）◯検査結果：
即日（結果が判明するまで約30分）※感
染が疑われる出来事があった日から、12
週間以上経過していることが必要。※相談
は随時受付。※毎週水曜日（受付13時～
14時）に、ＨＩＶ検査・性感染症検査（梅毒。
性器クラミジア、淋菌）・Ｂ型、Ｃ型肝炎検
査を実施■問栃木県県南健康福祉センター
☎0285-22-1219

ふれあい交流事業inとちぎ～2014～

■時 12月13日（土）9時30分～12時30分
■場栃木県立学悠館高校体育館（沼和田
町）■対どなたでも（※小学生以下は保護
者同伴）■定 50人■費無料■申 11月4日（火）
より電話またはＦＡＸにて受付■内子どもから
高齢の方まで、障がいのある方もない方もみ
んなで参加できるレクリエーションを開催■問栃
木市社会福祉協議会☎22-4457

映画「ふるさとがえり」上映会

■時12月20日（土）13時30分～（開場13時）
■場白鷗大学本キャンパス3号館350号教
室（小山市大行寺）■費一般1,000円　小
中高大学生500円■申チケット発売中（託
児室あり）■内「ふるさと」を見つめ直し地域
活性化を考える映画の上映。栃木市後援。
■問映画「ふるさとがえり」上映実行委員会
事務局長（本橋）☎090-1036-3728

社交ダンスサークル「カトレア」
メンバー募集　　

■時毎週木曜日13時～ 15時■場市勤労者
総合福祉センター（今泉町1丁目）■対中級
程度■費会費月1,000円■申随時。問合せ
先に電話で見学申し込み■内講師の指導
により中級程度の踊りを楽しく。男性歓
迎。■問ダンスサークル「カトレア」（とみた）
☎23-8801

ボーイスカウト栃木第1団　隊員募集

■内ボーイスカウトは野外を中心に活動して
います。野外で体と頭を使い、仲間と遊
んで生活した子は、思いやりのある賢い子
になると言われています。まずは、体験し
てみませんか？活動見学、体験入隊を随
時受付。■問 ◯ビーバー隊（年長組9月～）
平本☎090-3249-7208◯カブ隊（小学校2
年9月～）福田☎090-1666-9571◯ボーイ
隊（小学校5年9月～）清水☎080-6538-
8373

看護実習指導員募集

■対看護師の資格を持ち、3年以上の看護
業務経験者■定 1人■■内○職務：看護学生
の病院等における臨地実習指導○期間：
採用時～平成27年3月31日（最長5年間
の勤務可）○勤務場所：栃木県県南高等
看護専門学院（大塚町）及び臨地実習施
設○給与：短大卒看護師3年経験で
184,000円（経験年数の加算あり）休暇制
度・各種保険加入有■問栃木県県南高等
看護専門学院☎27-7888

栃木税務署からのお知らせ

■内 8月10日に発生した竜巻等で被害を受
けたことにより、国税についての申告、申
請、納付などを期限までにできない方は、
管轄の税務署長に対し申告・納付等の
期限についての延長を申請できます。■問
栃木税務署☎22-0885（自動音声案内）

音声ガイド付き映画会「ＲＡＩＬＷＡ
ＹＳ」愛を伝えられない大人たちへ
朗読ボランティアグループひびき

■時 10月29日（水）10時～ 12時30分■場ふ
るさとふれあい館（大平町真弓）■対視覚障
害のある方など■■費 500円■■内目の不自由な
方が映画の内容を把握できるよう、台詞の
合間に情景描写のナレーションを挿入し上
映。朗読グループいずみ主催■問栃木市
社会福祉協議会大平支所☎43-0294

講演会「地域医療とコミュニティー」

■時 11月9日（日）13時30分～ 16時（開場
13時）■場栃木保健福祉センター（今泉町2
丁目）■定 20人■費500円（ワンドリンク付）■申
11月3日まで■内新病院の開設に向け、こ
れからの地域医療がどう変わるのか、一
緒に学びましょう。■問障がい者の一人暮ら
しを考える会☎090-7701-3130

下都賀歯科医師会「市民公開講座」

■時 11月9日（日）13時～ 15時■場壬生町
保健福祉センター（壬生町大字壬生甲）
■対どなたでも■費無料■申問合先までＦＡＸ
（住所・名前記入）にて申込み※当日受
付可■講獨協医科大学　口腔外科学講座
教授　川又均先生■内テーマ：「口腔がん
の現状について」栃木市後援。■問一般社
団法人下都賀歯科医師会事務局☎
20-1817　ＦＡＸ 20-1818

ＮＰＯ法人生活の発見会
栃木公開懇談会「神経質者の集い」

■時 11月9日（日）14時～ 17時■場栃木市
民活動推進センター「くらら」■対神経質症
で悩んでいる方や、関心のある方■費無料
■内森田理論を学習し、神経質体験を分か
ち合うことで、克服のヒントを学び合う会。
理論学習、体験交流など■問栃木懇談会
幹事（柴崎）☎22-5137

縫わずに出来るおサイフづくり

■時 11月10日（月）10時～ 12時■場栃木市

市民活動やシルバー人材センター、社
会福祉協議会、県などから依頼された
記事を掲載するコーナーです。詳細は
各団体に問い合わせください。

■時＝日時 ■場＝場所 ■対＝対象
■内＝内容 ■講＝講師 ■担＝担当医師
■費＝費用 ■定＝定員 ■持＝持物
■申＝申込み■問＝問合せ

２０１４（平成２６）年１０月２０日　発行１５ 広報とちぎ　１１月号

■時11月19日（水）10時～ 16時（12時～ 13時休憩）
■場ファミリーマート栃木藤岡店（藤岡町藤岡）
■問藤岡ライオンズクラブ幹事（加藤）☎62-4457
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時
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で
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22
日（
土
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時
30
分
〜
11
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「
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き
の
ね
こ
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ふ
く
ろ
の
な
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場
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視
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室

　

出
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テ
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テ
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児

★
と
し
ょ
か
ん
民
話
の
ひ
ろ
ば

11
月
15
日（
土
）11
時
〜

　

主
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★
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サ
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と
ち
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ー
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事
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吾
一
か
ら
く
り
時
計
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置

応
援
イ
ベン
ト
）

　

保
存
期
間
の
終
了
し
た
雑
誌
を
無
償

で
提
供
し
ま
す
。

11
月
1
日（
土
）9
時
30
分
〜
19
時

11
月
2
日（
日
）9
時
30
分
〜
17
時

　

場
所　

1
階
ロ
ビ
ー

▽
雑
誌
は
各
日
と
も
1
人
5
冊
ま
で
、

雑
誌
の
付
録
は
各
日
と
も
1
人
2
点
ま

で
。

▽
初
日
と
2
日
目
で
提
供
す
る
雑
誌
が

異
な
り
ま
す
。決
ま
り
次
第
、図
書
館

や
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▽
当
日
は
、リ
サ
イ
ク
ル
募
金
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。募
金
は「
吾
一
か
ら

く
り
時
計
」設
置
実
行
委
員
会
に
寄
付

し
ま
す
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★
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集
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源
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に
、市
民
に
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す
る
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書
館

サ
ー
ビ
ス
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向
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図
る
こ
と
を
目
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て
い
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す
。
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ス
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ン
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は
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担
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て
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た
だ
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、購
入
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雑

誌
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雑
誌
コ
ー
ナ
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」に
設
置
し
ま

す
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望
が
あ
れ
ば
提
供
雑
誌
の
最
新

号
カ
バ
ー
表
面
に
ス
ポ
ン
サ
ー
名
を
、裏

面
に
は
広
告
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。な
お
、雑
誌
の
調
達
は
図
書
館
が

お
こ
な
い
ま
す
。

※
詳
細
は
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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な
し
会・工
作
教
室

11
月
1
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土
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時
〜
15
時

▽
お
は
な
し
会

　

紙
芝
居「
ぬ
す
び
と
と
こ
ひ
つ
じ
」

 

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」　

他

▽
工
作
教
室

　
「
お
い
し
い
壁
面
工
作
№
2
」

　

折
紙「
ど
ん
ぐ
り
」　

他

11
月
15
日（
土
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時
〜
15
時

▽
お
は
な
し
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紙
芝
居「
七
五
三
お
め
で
と
う
」

 

「
ほ
し
が
き
ぺ
ろ
ぺ
ろ
」

 

「
ど
ん
ぐ
り
と
や
ま
ね
こ
」

▽
工
作
教
室

　
「
ち
と
せ
あ
め
の
袋
を
作
ろ
う
」

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

　

出
演　

ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』

工
作
教
室
は
、誰
で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会

11
月
8
日（
土
）14
時
〜

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー「
ね
ず
み
の
嫁
入
り
」

　
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

「
5
と
いっ
た
ら
さ
つ
ま
い
も
」

　

場
所　

2
階
視
聴
覚
室

　

出
演　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
た
ん
ぽ
ぽ
』

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会

11
月
15
日（
土
）11
時
〜

　
「
童
話
」

　

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　

出
演　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
お
は
な
し
☆
き
ら
ら
』

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会

11
月
8
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
絵
本　

や
さ
い
の
お
な
か

▽
紙
芝
居　

く
ろ
ね
こ
の
し
ろ
い
は
な

▽
折
り
紙　

た
ぬ
き

11
月
22
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
絵
本　

ざ
ぼ
ん
じ
い
さ
ん
の
か
き
の
き

▽
紙
芝
居　

ト
ロ
ロ
ン
ク
リ
ス
マ
ス

▽
折
り
紙　

サ
ン
タ

　

場
所　

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

対
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

　

参
加
費　

無
料

※
参
加
自
由

栃木ワークショップ倶楽部
～イケメンヨガ～

　「イケメンヨガ」で人気沸騰中の青田潤
一による、ひと味違ったヨガ。アシュタン
ガヨガを得意としながらも、未経験者か
ら経験者まで、幅広い層を対象にした優
しいクラスで、ヨガの魅力を体験。ヨガ
マットを持参ください。
■日 11月1日（土）13時～受付、13時30分
開始　■対 高校生以上　■定 20人（先着順）
■費 1,000円（当日持参ください）　■申 栃木
文化会館窓口・電話、FAXにて受付。
名前、住所、電話番号、参加人数をお伝
えください。

～望月崇博～
　主にペアワークを基本に行います。そ
の中で、自分のカラダを友達にあずけて
みるということをします。どのようにカラ
ダが変わるのか、また気づくものは何な
のか。普段の日常とはちょっと変わった
世界へカラダで冒険してみます。
■日 1月24日（土）13時～受付、13時30
分開始　■対 小学生以下　■定 20人（先着
順）　■費 1,000円（当日ご持参ください）

■申 栃木文化会館窓口・電話、FAXにて
受付。名前、住所、電話番号、参加人数
をお伝えください。

「姜建華　二胡コンサート～古筝・ピア
ノ・チェロ・中国琵琶とともに～」

　サントリーホールのこけら落とし公演や
米・カーネギーホール100周年記念コン
サート等に出演の世界的二胡奏者・姜建
華さんがコスモスホールに登場!!古筝・
ピアノ・チェロ・中国琵琶とのコラボレ
ーションも。
　ぜひ、この機会に二胡の素晴らしさを
体感してください。
■日 11月22日（土）15時開演　■対 未就学
児はご遠慮ください　■定 約600席（全席
指定）　■費 全席指定チケット2,500円
■プ 岩舟文化会館（コ
スモスホール）・市
内各文化会館・オオ
ノ楽器・小山市民
文化センター・オン
ダ楽器ハーモニープ
ラザ・金井楽器店

なピアノとともに、少し早めのクリスマスを
お楽しみください。
■日 12月20日（土）15時30分開場16時開
演　■定 800人　■費 全席自由1,000円　■申 
詳しくは大平文化会館ホームページをご
覧ください。

栃木ゆかりのアーティストシリーズVol.1　
赤澤真由子ピアノリサイタル

　さまざまな演奏活動を展開している栃
木市出身のピアニスト、赤澤真由子さんの
リサイタルを大平文化会館で開催。素敵

ジャン ジェンホワ

ジャン

ホワ

ジェン

喜多川歌麿
≪鍾馗図（部分）≫  栃木市蔵

　喜多川歌麿（？～ 1806）は美人画の大家として知られる
江戸時代中期の浮世絵師です。栃木の豪商たちと親交が
あり、何度か栃木を訪れたと考えられています。歌麿と栃
木との関係を長年にわたって研究されてきた故渡辺達也氏
所蔵の資料が、昨年市に寄贈されました。本展では渡辺
達也コレクションとともに、近年発見された歌麿の肉筆画
《女達磨図》《鐘馗図》《三福神の相撲図》と関係資料を中
心に、歌麿と栃木の関係を探ります。あわせて市所蔵の
浮世絵・石川コレクションをご紹介します。
◎報告会「栃木における歌麿研究史」
日時：12月7日（日）14時～　講師：佐山正樹氏（ネットワークとちぎ）　
会場：とちぎ蔵の街観光館2階　多目的ホール
◎担当学芸員によるギャラリートーク
日時：10月25日（土）、11月9日（日）、30日（日）、12月13日（土）　各日14時～

※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉
手帳の交付を受けている方と介護者1名、未就学児
無料
※団体は20人以上

個　人
300円

団　体
200円

区　分
一般（高校生以上）
中学生以下 無　料

料　金　表
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館
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時
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館
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藤
岡
図
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館

☎
62ｰ

４
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９
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開
館
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時
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〜
19
時
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休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館

☎
28ｰ

０
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０
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（
開
館
９
時
30
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〜
19
時
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92ｰ

２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
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〜
19
時
／
休
館
・
月
）

岩
舟
公
民
館
図
書
室

☎
55ｰ

2
5
0
0

（
開
室
・
水
〜
日
9
時
30
分
〜
18
時
、火
13
時
〜
20
時

休
室
・
月
、祝（
土
、日
は
開
室
）、年
末
年
始

※

他
館
と
は
貸
出
カ
ー
ド
が
異
な
り
ま
す
の
で　

 

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

とちぎ蔵の街美術館 ☎ 20-8228

■日=日時  ■会=会場  ■料=料金  ■定=定員  ■対=対象  ■チ=チケット  ■プ=プレイガイド 
■申=申し込み  ■開=開場  ■演=開演時間  ■託=託児サービス  ■予=電話予約  ■問=問い合わせ

岩舟文化会館（コスモスホール）
☎ 55-7055

大平文化会館
☎ 43-5232

栃木文化会館
☎ 23-5678

とちぎ蔵の街美術館（万町3－23／☎20－8228／FAX20－8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。

歌麿と栃木
前期：10月23日（木）～11月16日（日）　
後期：11月22日（土）～12月23日（火・祝）

●開館時間 9時～17時（入館は16時30分まで）
●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館、
 10月27日は臨時開館）

広報とちぎ　１１月号 16２０１４（平成２６）年１０月２０日　発行



ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センターいわふね
（☎ 55‐7920）

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

大平みなみ児童館
（☎ 43‐9880）

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900） 大平児童館

（☎ 43‐2350）

ファミリーサポートセンター栃木
（栃木／☎25‐1040 ・ 大平／☎43‐1134）

さくら３Ｊホール
（☎ 22‐7100）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

地域子育て支援センター
（☎23‐2740）

子育て支援センター合同行事

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

●日 11月17日（月）●対 1歳6か月～未就園児
○ダンボールで遊ぼう
◇6か月～1歳5か月児
●日 11月4日（火）、6日（木）、12日（水）、18
日（火）
◇1歳6か月～未就園児
●日 11月5日（水）、7日（金）、14日（金）、19
日（水）、21日（金）
☆共通事項10時30分～11時30分●定 15
組●申 10月29日（水）～31日（金）9時～15時

○スマイル・スマイル◎
●日 11月4日（火）●対 3か月～1歳5か月児と
保護者
○にこにこたいむ◎
●日 11月7日（金）●対 1歳6か月以上の未就
園児と保護者
◎の共通事項10時～11時30分（時間内
参加自由）●内～親子でお友だちつくり～
お買い物ごっこであそぼう～ケーキ屋さ
んで木の実スイーツメモスタンド作り～
○わくわくたいむ
●日 11月8日（土）14時～15時30分（時間
内参加自由）●対 4歳児以上●内やってみ
よう！アイロンビーズ※受付は15時まで。
○じどうかんまつり～にんじゃ、あつ
まれ！～
●日 11月29日（土）9時30分～12時30分、
13時30分～16時30分（時間内参加自
由）●内めいろ、忍者しゅりけん作り、しゅ
ぎょうゲーム（しゅりけん的あて、忍び足の
術他）、変装コーナー●費無料
○おたんじょうび会
●日 12月9日（火）10時30分～●対 12・1月生
まれの未就園児と保護者20組（先着順）
●内おたんじょうびシアター、ふれあいあそ
び等●申 11月13日（木）～
○12月のママといっしょ「みんないっ
しょのクリスマス会」
◇うさぎクラス（6～11か月児と保護者）
●日 12月12日（金）10時30分～●持バスタオル
◇くま①クラス（1歳～1歳5か月児と保護
者）●日 12月16日（火）10時30分～
◇くま②クラス（1歳6か月～1歳11か月児
と保護者）●日 12月16日（火）11時15分～
◇ぞうクラス（2歳以上の未就園児と保
護者）●日 12月19日（金）10時30分～●持ク
レヨン※4クラス共通●申 11月13日（木）～
11月27日（木）
☆共通事項●費無料●申電話または直接
いまいずみ児童館へ

○のびのびひろば♠
●日 11月4日（火）●対 1歳以上の未就園児
○ぷちぷちひろば♠
●日 11月5日（水）●対 0～11か月児
♠の共通事項10時～11時30分（時間内
参加自由）●内はんこでデコレーション☆身
近な小物に押してかわいく変身！（児童館
で用意したコースターにスタンプ。一人ひと
つ、持参したお子様のバック・うわばき・ハン
カチ・スタイなどの布製品にもスタンプ可。）
○ぺたぺた記念日
●日 11月18日（火）、19日（水）10時～11時
30分（時間内参加自由）●対 0歳以上●内
手形・足形、身長・体重測定＊当日時間
内に参加してくれたお誕生月のおともだ
ちに写真のプレゼントがあり！
○小さなレゴブロックで遊ぼう！
●日 11月22日（土）14時～15時（時間内参
加自由）
○親子ビクス
●日 11月25日（火）10時～10時45分●対 1
歳以上の未就園児と保護者25組（先着
順）●講大橋光子氏●持飲み物、動きやす
い服装●申 11月4日（火）～
☆共通事項●費無料

○みんなで作ろう！『か・る・た』◉
●日 11月1日（土）～札がなくなり次第終了
●対 18歳未満（未就学児は保護者同伴）
●定 23人（1人2音）●内オリジナルの読み札
と取り札を作ろう！完成後は児童センター
で遊べるよ♪
○子ども総合科学館の移動科学教室
『空気で遊ぼう』＆『紙トンボ工作』
●日 11月9日（日）14時～15時30分●対小学
生以上●定 30人●申 10月25日（土）9時～
先着順●内サイエンスショーの鑑賞と工
作体験。

○ほんわかタイム
●日 11月4日（火）10時～●場とちぎコミュニ
ティプラザ2F和室●対 0歳児と保護者●費
無料●申当日受付●内親子でふれあい遊
びとおしゃべりタイム
○小児歯科衛生士さんの話
●日 11月21日（金）10時30分～●場地域子
育て支援センター談話室●対未就園児
の親子●費無料●申当日受付●内歯のはな
しと歯磨き指導●持歯ブラシ、タオル

○わらべうた教室
●日 11月11日（火）10時30分～11時30分
●場とちぎコミュニティプラザ2F大会議室
●対 1歳以上児と保護者●定 40組●費無料
●内親子で楽しむわらべうた遊び※飲み
物、運動しやすい服装で。●申 10月21日
（火）から市内各地域子育て支援セン
ターにて。

○平成27年度学童クラブ説明会
●日 11月6日（木）19時～●場さくら3Jホール
2Fホール●申さくら3Jホールまで随時電話
受付（11月5日まで）※日曜は除く

○赤ちゃんサロン♥
●日 11月13日（木）・27日（木）どちらか1日
のみ10時30分～11時30分（10分前集
合）●対 0歳児と保護者●内ふれあい遊び
やママ同士のおしゃべり●定 30組（上の子
の託児あり）●申受付中
○ころころ広場♥
●日 11月18日（火）10時30分～11時30分
（10分前集合）●対乳幼児と保護者●内楽
器遊び●定 30組●申 10月22日（水）～
○ころころ広場♥
●日 11月25日（火）・12月2日（火）10時30分
～11時30分（10分前集合）●対乳幼児と
保護者●内クリスマスグッズ製作●定各日
30組●申 10月22日（水）～
○ベビーマッサージ♥
●日 12月4日（木）10時30分～11時30分
（10分前集合）●対 0歳児と保護者●内ホ
ホバオイルのマッサージ●定 20組（上の子
の託児あり・今年度初めての方のみ）●持
大きめのバスタオル●申 11月13日（木）～
○ころころ広場クリスマス会
●日 12月9日（火）10時30分～12時（10分
前集合）●場ゆうゆうプラザ（大小会議室）
●対乳幼児と保護者●内ふれあい遊びや
楽器遊び、サンタさんも登場●定 60組●申
11月12日（水）～
♥の共通事項●場大平みなみ児童館
☆共通事項●申電話または直接大平み
なみ児童館へ

○わくわくタイム
◇お散歩会●日 11月7日（金）●場藤岡保
健福祉センター敷地内●持飲み物
◇親子製作「けん玉」●日 11月13日（木）
◇親子ヨガ●日 11月19日（水）●講倉持雅代
氏●持バスタオル・フェイスタオル・飲み物
◇誕生会（10月～12月生まれ）●日 11月28
日（金）
☆共通事項10時30分～11時30分●対乳
幼児と保護者●定各20組●費無料●申 10
月27日～先着順

○親子体操
●日 11月25日（火）10時30分～11時30分
●対 1歳以上児と保護者20組●持飲み物
●費無料●申 11月7日（金）～予約受付

○総合避難訓練に参加してみよう
●日 11月7日（金）10時～11時15分
○11、12月生まれの誕生会
●日 11月12日（水）10時30分～11時30分
○簡単な手作りおもちゃを作ろう
●日 11月19日（水）10時30分～11時30分
○アンパンマンのシール遊び
●日 11月26日（水）10時30分～11時30分
☆共通事項●対未就園児と保護者●費無料

○子育て講習会
●日 11月19日（水）10時30分～11時30分
●場プレイルーム●対 1歳前後のこどもと保
護者●内こどもの歯みがきと実技指導●講
歯科衛生士吉澤久美子氏●定 15組●費
無料●持使用しているこども用歯ブラシ
●申 11月4日から受付
○わいわいクラブ♣
●日 5日（水）10時～●内親子製作
○誕生会・おはなし会♣
●日 12日（水）10時～
○にこにこクラブ♣
●日 26日（水）10時30分～●内ふれあい遊び
♣の共通事項●申当日受付無料

○移動広場
●日 11月4日（火）18日（火）10時30分～11
時30分※時間内参加自由●場イオン2F
ちびっこ広場●内歌遊び、絵本、ミュージッ
ク・ケアや子育て相談、看護師相談
○親子ふれあい給食
●日 11月7日（金）受付10時～10時30分
●申当日先着●定 5組●費 800円（離乳食あり）
○マタニティー＆ベビーの日
●日 11月20日（木）14時～15時●対妊娠5か
月以上（臨月を除く）の妊婦さんまたは夫
婦2組●内赤ちゃんのお世話、調乳、おや
つ試食●持エプロン、母子手帳●費無料
●申電話にて予約電話受付10時～15時
○健康相談日
●日 11月21日（金）10時～12時、13時～15
時●内身体測定※午前中、助産師相談
あり（予約不要）
○双子ちゃん遊ぼう
●日 11月21日（金）10時～12時●対未就園
児の双子と保護者または双子を妊娠中
の方●費無料※一般の方にも開放
○英語で遊ぼう！！クリスマスパーティー
●日 12月10日（水）10時15分～11時15分
※集合時間9時50分（記念撮影のため）
●場雲の部屋●対 1歳3か月以上の未就園
児と保護者●定 35組（先着順）●内ネイティ
ブの先生と遊びや踊り●費 600円（プレゼ
ント他）●申メールにて受付11月10日（月）
～21日（金）まで（10時～15時）
☆共通事項下記アドレス宛に件名、保
護者名、子ども名、読み仮名、項目、生年
月日、〒住所、電話番号を送信ください。
sakura-3j@sakura-kids.jp

○身体測定・手形の日☆
◇0歳～2歳未満●日 11月4日（火）・6日
（木）
◇2歳以上●日 11月5日（水）10時30分～
11時30分
○英語で遊ぼう！
●日 12月9日（火）10時30分～11時30分
●対 2歳以上●申 11月12日（水）～14日（金）
※9時30分より電話受付●定先着15組
○12月のカレンダー作り☆
●日 11月10日（月）・14日（金）10時30分～
11時30分／11月5日（水）13時30分～14
時30分
○もちつきに参加しませんか！
●日 12月19日（金）11時～12時●対 2歳以
上●定先着15組●持エプロン、飲み物、バ
ンダナ●申 11月25日（火）～11月27日（木）
※9時30分より電話受付
○絵本の会☆
●日 11月26日（水）10時45分～11時15分
●内手遊びやシアターなど
☆印は自由参加。行事のない時は自由
開放しています。

○子どもフェスティバル『テモンの妖
怪王国』
●日 11月1日（土）10時～13時30分●対全
年齢●内みんな大好き妖怪の世界へ♪
①チャレンジコーナー…射的、くじ、缶つ
みなど。②フードコーナー…カレーうどん、
豚汁、おいなりさん、のむゼリーなど。③ス
テージコーナー…歌のお姉さん（さのっ
こ）、ダンスパフォーマンス＆ワークショップ
（10ミニッツ劇団）、妖怪イラストコンテスト
結果発表。④その他…妖怪イラストコン
テスト掲示、太陽黒点観測、スターウォッ
チングなど※内容等変更になる場合あ
り。●費無料～200円程度●申不要
○わいわい広場
●日 11月14日（金）、28日（金）10時30分～
11時30分●対 0～3歳児の親子●内 14日…
新聞紙遊び17日…クッキング（たまごボー
ロ）※クッキングは予約制・別途材料費が
かかります。詳細は問い合わせください。
○天体観測
●日晴れた日の第1・3・5水曜日19時～20
時30分●場ほしをみる部屋（3階）●対全年
齢●内秋の星座を観測しよう♪寒さ対策
をしてお越しください。●費無料

○クリスマスグッズ製作
●日 11月29日（土）①10時～②13時30分～
／12月6日（土）①10時～②13時30分～
●対市内の小学生、幼児（幼児は保護者
同伴）●内クリスマスリースを作ろう●定各日
15人●費無料●申 11月8日（土）～※申込
みの際、希望日時を伺います

○日本赤十字社『幼児安全法』
●日 11月14日（金）10時～11時30分●場と
ちぎコミュニティプラザ2F大会議室●対ど
なたでも※託児あり●定 20組●費無料●申
随時受付●内日本赤十字社職員による
幼児安全法の講習

○親子で楽しみましょう（絵本、大好き！）

○縮むプラバンキーホルダーを作ろう！◉
●日 11月29日（土）30日（日）14時～16時
●対 18歳未満（未就学児は保護者同伴）
●定各日50人程度●内プラスチック板に描
いた絵が熱で縮む
◉の共通事項●申当日9時受付開始先
着順（電話可）

○すくすくタイム◆
◇身長・体重測定、窓飾り制作●日 11月6
日（木）
◇折り紙あそび●日 13日（木）
◇エプロン・パネルシアター●日 20日（木）
◆の共通事項10時30分～11時30分●対
未就園児と保護者●費無料●申不要

＝日時　 ＝対象 ＝内容　 ＝講師
　＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

＝場所
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受診項目

日

日
10
12
18
22
24
25

曜日
水
金
木
月
水
木

会　場
藤岡保健福祉センター
大平ゆうゆうプラザ
西方保健センター
栃木保健福祉センター
岩舟遊楽々館
都賀保健センター

受付時間
13：30～16：30
13：30～16：30
9：00～11：30
9：00～11：30
9：30～11：00
13：30～16：30

1
2
4
5
8
9
10
11
12
13
15
16
17
18

曜
日

月
火
木
金
月
火
水
木
金
土
月
火
水
木

会　場

大平ゆうゆうプラザ
大平ゆうゆうプラザ
大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター
藤岡保健福祉センター
藤岡保健福祉センター
栃木保健福祉センター
栃木保健福祉センター
岩舟遊楽々館
静和地区公民館
栃木保健福祉センター
栃木保健福祉センター
岩舟遊楽々館
栃木保健福祉センター

○
○
○
〇
○
○
○
○
○
○
〇
〇
〇
〇

前
立
腺
が
ん
○
×
〇
×
×
〇
×
〇
○
〇
×
〇
〇
×

対象

男女
女
男女
女
女
男女
女
男女
男女
男女
女
男女
男女
女

検診日当日の受付時間は、8：30～10：30です。

更年期のこころとからだ

12月の健康相談・栄養相談
※予約制です。事前に問合先まで連絡ください。

12月の集団検診日程

日
11
曜日
木

会　場 受付時間
大平ゆうゆうプラザ

日

※事前に問合先まで連絡ください。

内　容

①妊娠中の生活・仲間づくり
②育児について・妊娠中の栄養
③妊婦体験・赤ちゃんのお風呂

11月21日（金）
12月15日（月）
 1月17日（土）

終了
11月28日（金）
12月20日（土）

会場／日程
栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ

曜日 地域（会場）

※個別通知にて案内した時間にお越しください。

4
19
19
20
25
25
27

19
20
20
25
26
27

5
5
6
14
21
26

7
13
27

7
11
12

４か月児健診

９か月児健診

１歳６か月児健診

３歳児健診

２歳児歯科健診

内　容

火
水
水
木
火
火
木

水
木
木
火
水
木

水
水
木
金
金
水

金
木
木

金
火
水

栃木（栃木保健福祉センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
西方（西方保健センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）

都賀（都賀保健センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
西方（西方保健センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
岩舟（岩舟遊楽々館）

栃木（栃木保健福祉センター）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
岩舟（岩舟遊楽々館）
西方（西方保健センター）
栃木（栃木保健福祉センター）

大平（大平ゆうゆうプラザ）
栃木（栃木保健福祉センター）
栃木（栃木保健福祉センター）

藤岡（藤岡保健福祉センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）

13：30～16：30

12月のこころの健康相談
※予約制です。事前に問合先まで連絡ください。

11月の乳幼児健診

両　親　教　室

※事前に問合先まで連絡ください。

月
大平ゆうゆうプラザ

藤岡保健福祉センター

西方保健センター

岩舟遊楽々館

会　場

すくすく教室

日

19

10
19

12

17
2

11

11
12

11

11
12

曜日

水

月
金

水

月
火

内　容

離乳食教室・子育て相談

離乳食実習
ベビータッチケア

子育てのお話

子育てのお話
離乳食教室

日
10
12
12
17
19
25

曜日
月
水
水
月
水
火

地域（会場）
栃木（栃木保健福祉センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
岩舟（岩舟遊楽々館）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
西方（西方保健センター）
都賀（都賀保健センター）

11
月
の
子
育
て
サ
ロ
ン

カウンセラーが相談に応じます。

本庁健康増進課
 ☎（25）3511
 ☎（25）3512
大平健康福祉課
 ☎（45）1788
藤岡健康福祉課
 ☎（62）0904
都賀健康福祉課
 ☎（29）1103
西方健康福祉課
 ☎（92）0311
岩舟健康福祉課
 ☎（55）7781

≪急患センター終了後、問合先≫
◆栃木市消防本部
　月～土曜日の22：00以降 ☎（22）0119
　日曜・祝日・年末年始の21：00以降 ☎（24）9999
 （音声ガイダンス）

≪とちぎ医療情報ネット≫
○ホームページ
「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
 アドレスバーに下記のＵＲＬを入力。
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/
○モバイル版
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ子ども救急電話相談≫
毎日18：00 ～ 23：00
☎ 028（600）0099  プッシュ回線の場合  #8000

≪栃木地区急患センター１１月の当番医師≫

平日19時～ 22時（内科／小児を含む）
休日 9時～ 21時（内科／小児を含む）（外科）
※変更になる場合もありますので、事前に電
話確認をしてからお出かけください。
※急患センターは、急病の患者さんに対し応
急的な診療を行う施設です。急病ではない患
者さんは、かかりつけ医師等の診療時間内に
受診するなど、急患センターの正しい利用を
お願いします。

問合先

境町 ☎（22）8699
【診療時間等】

≪小児救急診療（0歳から中学生）≫
◆とちの木病院（大町） ☎（22）7722
　日曜日　19：00 ～ 21：00
※市内の小児科開業医が中心となり実施してい
ます。
◆下都賀総合病院（富士見町） ☎（22）2551
　木・金曜日 17：00 ～ 22：00 （要電話確認）

1

2

3

4
5
6
7
8

9

10
11
12
13
14
15

16

17
18
19
20
21
22

23

24

25
26
27
28
29

30

土

日

月

火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月

火
水
木
金
土

日

江口（えぐち内科クリニック）
内：天下井（あまがい内科医院）
外：藤沼（彰）（藤沼医院）
内：筒井（筒井医院）
外：川島（かわしまクリニック）
成田（成田内科）
中元（中元内科医院）
藤沼（仁）（大平下病院）
山門（山門クリニック）
青木（虎）（青木医院）
内：中村（洋）（都賀中央医院）
外：野崎（野崎医院）
青木（章）（静和医院）
土谷（土谷医院）
金田（金田医院）
河口（河口医院）
亀田（亀田整形外科医院）
箕輪（箕輪内科）
内：大森（うづまクリニック）
外：大山（大山整形外科）
青木（虎）（青木医院）
斉藤（伸）（さいとう小児科）
恵川（与倉ペインクリニック）
川島（かわしまクリニック）
大山（大山整形外科）
横山（よこやま内科小児科クリニック）
内：江田（江田クリニック）
外：青木（虎）（青木医院）
内：竹田（竹田内科医院）
外：町田（メディカルパパス）
桜井（桜井こどもクリニック）
筒井（筒井医院）
野崎（野崎医院）
橋本（安）（橋本医院）
玉野（たまのクリニック）
内：小林（こばやしクリニック）
外：斉藤（浩）（はこのもりクリニック）

☆更年期にはさまざまな
　症状があらわれます。 ☆更年期を上手に過ごすポイント

●症状が強いようなら、
　婦人科受診を！

●夫婦や家族との対話を
　大切に

●あまり意識しすぎずに
　気楽にすごす

●趣味や外出で、気分転換を

●疲れたときは、
　のんびり休んでリラックス

更年期とは閉経前後の１０年位（４５～５５歳位）をいいます。
女性ホルモンの減少や環境の変化から、こころやからだの症状
が出現しやすくなります。

特
定
健
診
・

胃
が
ん・肺
が

ん
・
大
腸
が

ん・
乳
が
ん・

子
宮
が
ん
・

骨
密
度
・
肝

炎
ウ
イ
ル
ス・

A
B
C
検
査

●健康診査を受けて、健康チェック！
高血圧、脂質異常症、がん（大腸、乳、子宮）
骨粗鬆症などに注意！

●生活習慣病予防のために、
　食生活や運動にも気をかけて

更年期を
「幸年期」に！

頭  痛
不  眠

不  安

イライラ

めまい

月経異常

腰  痛

肩こり

ほてり

発  汗

動  悸
冷  え

休日・夜間救急診療

成人健診等のご案内
～健康のために

年に1回健康診断を受けましょう～

乳幼児健診等のご案内
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パーク
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パーク

真名子
カントリー
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真名子
カントリー
倶楽部 西方小西方小

N

西方なかよし
こども園
西方なかよし
こども園

金町郵便局金町郵便局
金
町
駅

金
町
駅
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3
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北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道
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金山　凌大ちゃん
かなやま りょお

藏原　康ちゃん
くらはら こう

大橋　奈和ちゃん
おおはし な　な

青木　瑠愛ちゃん
る　なあお  き

山中　奏太ちゃん
やまなか そう  た

出井　央ちゃん
いで  い ひろむ

吉田　惟純ちゃん
い  ずみよし  だ

菊地　里帆ちゃん
きく  ち り　ほ

天海　翔真ちゃん
あまがい しょう ま

芹澤　一慶ちゃん
かず  きせりざわ

池澤　宏人ちゃん
いけざわ ひろ  と

大澤　奏翔ちゃん
おおさわ なな  と

小野寺　凜ちゃん
りんお　の　でら

藤田　透舞ちゃん
ふじ  た とう  ま

澤田虹々音ちゃん
さわ  だ こ　こ　ね

髙田　陽斗ちゃん
はる  とたか  だ

大栗　柚ちゃん
おおぐり ゆず

横山　恭梧ちゃん
よこやま きょう ご

稲葉　晄空ちゃん
り　らいな  ば

大森　陽斗ちゃん
おおもり はる  と

天笠　愛心ちゃん
あまがさ あ　こ

田中　紗月ちゃん
さ  つきたな  か

浅井羅羽琉ちゃん
あさ  い ら　う　る

赤堀　榮佑ちゃん
あかぼり えいすけ

片柳　愛瑠ちゃん
かたやなぎ あい  る

大嶋　柚衣ちゃん
おおしま ゆ　い

手塚　亮輔ちゃん
て  づか りょうすけ

大塚　ちさちゃん
おおつか

山田　陸斗ちゃん
やま だ りく と

岡本　柊悟ちゃん
しゅう ごおかもと

早乙女有加ちゃん
そうとめ ゆ　か

小波　晴香ちゃん
こ  なみ はる  か

尾池　塁貴ちゃん
お いけ るい き

菅沼聖太朗ちゃん
すがぬましょう た  ろう

小倉堰
28

定
堰
を
望
む
声
は
強
く
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
29
年
、
三
年

の
月
日
を
か
け
て
強
固
な
固
定
堰
、

現
在
の
小
倉
堰
が
完
成
し
ま
し
た
。

隣
接
す
る
西
方
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

の
、
ふ
れ
あ
い
広
場
駐
車
場
を
ご
利

用
さ
れ
る
と
、
徒
歩
で
小
倉
堰
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
程
途
中
に

あ
る
水
神
社
に

お
参
り
を
し
つ

つ
、深
ま
る
秋

の
気
配
の
中
、

散
策
を
楽
し
ま

れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

小倉堰案内図

関
東
有
数
の
用
水
堰
で
あ
る
小
倉

堰
は
、
約
4
0
0
年
前
の
慶
長
8

年
、
と
き
の
西
方
城
主
藤
田
能
登
守

に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
小
倉
川（
現
在
の
思
川
）の
豊

富
な
清
流
を
取
水
し
た
水
田
開
拓
が

す
す
み
、
肥
沃
な
大
地
を
作
り
上

げ
、
西
方
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て
の
基

礎
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

小
倉
堰
の
長
い
歴
史
は
、
水
害
と

の
戦
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
以
前
の

工
法
は
川
の
中
に
杭
を
打
ち
、
竹
で

編
ん
だ
籠
に
石
を
詰
め
た
蛇
篭
で
堰

き
止
め
る
仮
堰
で
し
た
。
洪
水
で
流

さ
れ
る
度
、
地
区
の
名
主
達
が
修
復

し
て
き
ま
し
た
が
、
洪
水
に
強
い
固

11月平成25年 生まれの

（
募
集
）
写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を
記
入
し
て
〒
3
2
8
‐
8
6
8
6
市
役
所
秘
書
広
報
課
へ
。
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
締
め
切
り
）  

平
成
26
年
1
月
生
ま
れ  

11
月
18
日
（
火
）　
（
当
日
必
着
）  

平
成
26
年
2
月
生
ま
れ  

12
月
5
日
（
金
）

影山ひよりちゃん
かげやま

山本　結太ちゃん
やまもと ゆう  た

エ   

ン    

ゼ    

ル

　

都
賀
地
域
の
各
種
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
都
賀
を〝
ま
る
ご
と
〞楽
し

め
る
お
祭
り
で
す
。「
夢
い
っ
ぱ
い 

笑
顔
が
い
っ
ぱ
い 

腹
い
っ
ぱ
い
」

を
テ
ー
マ
に
、
イ
ベ
ン
ト
・
食
べ
物
盛
り
だ
く
さ
ん
で
開
催
し
ま
す
！

◆
日
時　

11
月
30
日（
日
）9
時
〜
15
時（
雨
天
決
行
）

◆
会
場　

産
文
通
り
線
及
び
周
辺
の
市
施
設

（
ハ
ー
ト
ホ
ー
ル
・
都
賀
中
学
校
他
）

◆
内
容　

と
ち
お
と
め
25
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
郷
土
芸
能
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
、
移
動
動
物
園
、
工
事
車
両
・
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
、
抽
選

会
、
福
祉
バ
ザ
ー
、
苗
木
無
料
配
布
、
模
擬
店
な
ど（※

コ
ー
ナ
ー
に

よ
り
人
数
制
限
あ
り
。）と
ち
介
、
と
ち
ま
る
く
ん
も
遊
び
に
来
ま

す
！

◆
問
合
先　

ま
る
ま
る

ま
る
ご
と
つ
が
ま
つ

り
実
行
委
員
会

　
（
■都 

産
業
振
興
課
内

☎
（29）
1
1
0
4
）

　

秋
恒
例
の「
市
民
健
康
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。
医
師
な
ど
に

よ
る
健
康
相
談
や
各
種
測
定
な
ど
が
無
料
で
受
け
ら
れ
た
り
、
先
着

1
，0
0
0
名
の
抽
選
会
が
あ
っ
た
り
と
イ
ベ
ン
ト
が
満
載
！

◆
期
日　

11
月
30
日（
日
）

◆
会
場
・
内
容　

　

◎
栃
木
中
央
小
学
校
体
育
館（
入
舟
町
）　

10
時
〜
15
時

・
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー（
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
歯
科
技
工
士
、

歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
）

・
測
定
コ
ー
ナ
ー（
動
脈
硬
化
、
肺
活
量
、
呼
気
中
Co
濃
度
、
骨
密
度
、

体
組
成
、
血
圧
・
血
糖
値
）

・
そ
の
他（
マ
ッ
サ
ー
ジ
、ロ
コ
モ
予
防
運
動
教
室
、ゲ
ー
ム
遊
び
ほ
か
）

・
小
学
生
の
健
康
ポ
ス
タ
ー
展
示

・「
と
ち
介
」と「
熱
気
球
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
号
」が
午
後
来
場

・
抽
選
会

◎
と
ち
ぎ
蔵
の
街
観
光
館
2
階（
万
町
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

・
市
民
公
開
講
座（
落
語
・
健
康
座
談
会
）

春
風
亭
柏
枝
と
医
師

◆
入
場　

無
料

◆
駐
車
場　

市
役
所
旧
庁
舎
駐
車
場
と
新
庁

舎
立
体
駐
車
場

◆
問
合
先　

■本 

健
康
増
進
課
☎
（25）
3
5
1
1

ま
る
ま
る
ま
る
ご
と
つ
が
ま
つ
り 

2
0
1
4

ま
る
ま
る
ま
る
ご
と
つ
が
ま
つ
り 

2
0
1
4

平
成
26
年
度 

市
民
健
康
ま
つ
り

平
成
26
年
度 

市
民
健
康
ま
つ
り

リフォーム･屋根･外壁塗装  工事請負

住まいは生きています。だから手入れが必要です。
環境にやさしい塗料で、屋根・外壁の
塗り替えはいかがでしょうか？

急募、現場作業・管理者募集中!!
《作業内容》住宅・アパート・リフォーム住宅等の現場作業・管理
給与・待遇等は面談の上（詳細はハローワークに掲載されています）
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ニ ュ ー ス

地
域
の

話題
を写真で紹介！

市内各地から、楽しい話題が届きました！

交通安全出発式

敬 老 会

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成
！

防
災
訓
練
実
施
さ
れ
る

市内各地のイベント情報を、市ホームページのイベントカレンダーで見ることができます。

9月21日（日）、秋の交通安全県民
総ぐるみ運動出発式が、栃木警察署に
て行われました。
当日は絶好の秋晴れのもと、栃木地
区交通安全協会などの関係団体のみな
さんや地元の皆さんなど約300人が出
席して式が行われました。また、アル
ス幼稚園の園児たちが演技を披露し、
運動に出発する様子を見送りました。

9
月
20
日
、
家
中
小
学
校
で
、
平
成
26
年

度
栃
木
市
総
合
防
災
訓
練
（
都
賀
支
部
）が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
8
時
30
分
か
ら
会

場
周
辺
の
自
治
会
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の

公
民
館
か
ら
消
防
団
員
誘
導
の
も
と
、
家
中

小
学
校
ま
で
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
参
加
者
が
水
消
火
器
訓
練
や

応
急
手
当
訓
練
な
ど
を
体
験
し
て
災
害
な
ど

の
非
常
時
に
冷
静
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
、

真
剣
に
訓
練
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

8
月
20
日
、
大
平
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
が
、
市
議

会
議
員
や
各
小
中
学
校
長
、
工

事
関
係
者
等
の
出
席
の
も
と
、

同
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
市
長
の

式
辞
を
は
じ
め
、
工
事
の
経
過

報
告
や
来
賓
祝
辞
、
感
謝
状
の

贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調

理
し
た
給
食
は
、
2
学
期
か
ら

大
平
地
域
の
小
中
学
校
に
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

渡良瀬遊水地で多彩なスポーツを満喫
｢栃木市渡良瀬遊水地フェスティバル2014｣が9月7日、
谷中湖北ブロック子供広場ゾーンをメイン会場に開催さ
れました。
全日本実業団自転車競技連盟主催の自転車レースも
同時開催され、遊水地内や周辺で行われている多彩な
レジャー・スポーツが一堂に会
しました。
来場者は熱気球や2人乗り
自転車の体験などを楽しんだ
ほか、当日抽選でスカイダイビ
ングとグライダーの無料体験も
行われました。

9月中旬、西方地域の各所で、
自治会主催の敬老会が開催されま
した。
各会場では、健康長寿を祝う地
元の方々により、お囃子やカラオ
ケ大会、ゲストによる歌謡ショー
など、それぞれに趣向をこらした
多彩な余興が催され、招待された
お年寄りたちは、和やかに楽しい
ひとときを過ごしました。

ぶ
ど
う
の
王
様
☆

岩
舟
ぶ
ど
う
杯
争
奪
武
道
大
会
（
岩
舟
町
観
光
協

会
主
催
）が
、
9
月
13
日
（
土
）、
こ
な
ら
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。地
域
の
特
産
品
で
あ
る「
ブ
ド
ウ（
巨
峰
）」

と
「
武
道
」を
縁
に
開
催
さ
れ
て
き
た
こ
の
大
会
は
、

今
年
で
10
回
目

を
迎
え
ま
す
。

県
内
及
び
近

隣
都
県
か
ら
計

63
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
賞
品
の

ブ
ド
ウ
を
目
指

し
て
白
熱
し
た

試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
昨
年

に
引
き
続
き「
蔵

の
街
剣
志
会
」が

優
勝
、
2
連
覇

を
飾
り
ま
し
た
。

地域の話題を
Facebookでも
お届けしています。

Facebookに登録の無い方でもご覧になれます。
https://www.facebook.com/TochigiCity

20
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